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李
白
、
字
は
太
白
。
隴
西
成
紀
の
人
、
涼
の
武
昭
王
嵩
の 
九
世
孫
な
り
。
蟬
聯
珪
組
、
世
よ
顕
著
た
り
。:
：:
神
龍
の 
始
め
、
蜀
に
逃
帰
す
。
復
し
て
李
樹
を
指
し
て
伯
陽
を
生
む
。
 
驚
姜
の
タ
、
長
庚 
夢
に
入
る
。
故
に
生
ま
れ
て
白
と
名
づ 
け
、
太
白
を
以
て
之
に
字
す
。
世
に
太
白
の
精
と
称
す
る
は
、
 
之
を
得
た
り
。:
：
：
家
系
が
唐
王
朝
の
書
き
方
に
な
ぞ
ら
え
て
書
か
れ
、
出
生
が
そ
の 
唐
王
朝
が
遠
祖
と
考
え
た
老
子
の
出
生
譚
に
な
ぞ
ら
え
て
書
か
れ 
る
。
唐
朝
は
、
隴
西
李
氏
、
高
祖
淵
七
世
の
祖
が
涼
武
昭
王
嵩
で 
あ
る
と
称
す
る(
『新
唐
書
』
巻
一
高
祖
本
紀)
。
ま
た
老
子
の
母
が 
金
星
に
感
じ
て
妊
娠
し
た' 
李
樹
の
も
と
で
老
子
を
生
ん
だ' 
老 
子
は
生
ま
れ
る
と
李
樹
を
指
し
て
わ
が
姓
と
し
よ
う
と
言
っ
た
、
 
な
ど
と
い
、つ
話
が
伝
わ
る(
『芸
文
類
聚
』
巻
七
八
霊
異
部
上
仙
道
引 
『仙
経
』
、
巻
ハ
六
菓
部
上
李
引
『神
仙
伝
』)
。
こ
の
よ
う
に
記
述
構 
成
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
徴
召
は
「
隠
逸
の
挙
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 
神
格
化
さ
れ
た
老
子
・
玄
元
皇
帝
の
加
護
に
よ
る
永
遠
の
御
代
、
 
そ
れ
を
言
祝
ぐ
べ
く
「
道
」
を
体
現
す
る
隠
者
と
し
て
招
か
れ
た 
わ
た
し
。
こ
こ
に
は
唐
朝
の
構
築
す
る
宗
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に 
み
ず
か
ら
積
極
的
に
投
じ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
人
生
の
終
焉
に
描
か
れ
た
、
「
か
く
あ
る
べ
き/
か
く
あ
り 
た
か
っ
た
」
自
己
像
で
あ
る
と
言
え
よ
う
か
。
等
々
。
一
 
問
題
提
起
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は' 
家
系
記
述
「
蟬
聯
珪
組
、
世
よ 
顕
著
た
り:
：:
」
、
も
と
は
貴
顕
の
系
統
だ
が:
：:
に
続
く
、
さ 
き
に
省
略
し
た
、
没
落
を
言
う
一
段
で
あ
る
。
中
葉 
罪
に
非
ず
し
て
、
条
支
に
謫
居
し
、
姓
を
易
え
名 
を
為
す
。
然
し
て
窮
蟬
よ
り
舜
に
至
る
ま
で
、
七
世 
庶
為 
り
。
累
世 
大
曜
せ
ざ
る
は
、
亦
た
歎
ず
べ
し
。
 
こ
の
部
分
も
李
唐
家
系
の
引
き
写
し
で
あ
る
。
唐
室
は
涼
武
昭
王 
嵩
の
子
ゝ
歆
が
沮
渠
蒙
遜
に
滅
ぼ
さ
れ
苦
難
の
時
代
を
過
ご
す
。
 
そ
の
後
、
姓
を
大
野
に
代
え
高
祖
の
時
に
李
姓
に
復
し
た(
『新 
唐
書
』
高
祖
本
紀)
。
し
か
し
嵩
、
歆
、
重
耳
と
続
く
系
譜
の
後
に 
熙
を
掛
け
る
の
は
同
姓
付
会
で
あ
る
と
さ
れ
る(
陳
寅
恪
「李
唐 
氏
族
之
推
測
」
『国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
三
本
一
分
、
 
「李
唐
氏
族
之
推
測
後
記
」
同
三
本
四
分
、
「
三
論
李
唐
氏
族
問
題
」
同 
五
本
二
分
、
「李
唐
武
周
先
世
事
蹟
雑
考
」
同
六
本
二
分
、
国
立
中
央
研 
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
編
輯
委
員
会
、
一
九
三
一 
— 
一
九
三
六
年
〇
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そ
う
す
る
と
、
偽
の
系
譜
を
な
ぞ
っ
て
李
白
の
系
譜
も
書
か
れ
て 
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
謫
居
の
地
に
つ
い
て
は
、
も
う
ひ
と
つ
の 
根
拠
資
料
、
范
伝
正
「
唐
左
拾
遺
翰
林
学
士
李
公
新
墓
碑
序
」
に
、
 
著
者
が
元
和
年
間
に
李
白
孫
女
か
ら
得
た
、
 
息
子
伯
禽
の
手
疏
に 
基
づ
く
情
報
と
し
て
「
砕
葉
」
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
公 
名
は
白' 
字
は
太
白
、
そ
の
先
は
隴
西
成
紀
の
人
な 
り
。
絶
嗣
の
家
に
し
て
、
譜
諜
を
求
め
難
し
。
公
の
孫
女 
箱
篋
中
を
搜
り
て
、
公
の
亡
子
伯
禽
の
手
疏
十
数
行
を
得
。
 
紙
壊
れ
字
缺
け
、
詳
ら
か
に
備
う
る
能
わ
ず
。
約
し
て
之
を 
計
る
に
、
涼
武
昭
王
の
九
代
孫
な
り
。
隋
末
多
難
に
し
て' 
一
房 
砕
葉
に
竄
せ
ら
る
、
流
離
散
落
、
姓
名
を
隠
易
す
。
 
故
に
国
朝
よ
り
已
来
、
属
籍
に
漏
(
『李
太
白
文
集
』
作
「編
」
、
 
今
拠
『文
苑
英
華
』
改)
る
。
神
龍
の
初
め
、
潜
か
に
広
漢
に 
還
る
。:
：:
公
の
生
る
る
や
、
先
府
君 
天
枝
を
指
し
て
以 
て
姓
を
復
し' 
先
夫
人
長
庚
を
夢
み
て
祥
を
告
げ
、
之
に 
名
づ
け
字
を
与
う
る
は
、
咸 
象
に
取
る
所
な
り
。
…
(
同
巻
一) 
ふ
た
つ
の
序
の
家
系
に
か
か
わ
る
記
述
は
、
地
名
を
除
い
て
内
容
が
ほ
ぼ
ー
致
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
李
白
家
世
に
つ
い
て
は
、
基
本 
的
に
両
序
の
記
述
に
基
づ
い
て
考
察
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
他
、
魏 
籲
「
李
翰
林
集
序
」
が
李
白
本
人
か
ら
情
報
を
得
て
お
り
、
重
要 
で
あ
る
。
李
陽
冰
序
と
范
伝
正
序
、
両
者
の
記
述
内
容
は
、
し
か 
し
李
白
自
身
及
び
他
者
の
書
い
た
伝
記
資
料
と
照
合
し
た
と
き
矛 
盾
を
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
地
名
の
こ
と
が
加
わ
っ
て
、
 
従
来
議
論
が
紛
糾
し
て
き
た
。
二
従
来
説
の
整
理
王
琦
は
言
う
。
李
白
は
長
安
元
年(
七
〇
一)
に
生
ま
れ
た
。
 
李
陽
冰
序
に
宝
応
元
年(
七
六
二)
十
一
月
卒
、
 
李
華
墓
誌
に
年 
六
十
二
と
あ
る
。
至
徳
二
載
(
七
五
七)
作
の
「
為
宋
中
丞
自
薦 
表
」
に
「
年
五
十
有
七
」
と
あ
り
、
確
か
だ
。
ふ
た
つ
の
序
は
と 
も
に
「
神
龍
」
初
に
蜀
に
帰
還
し
、
姓
を
復
し
白
が
生
ま
れ
た
こ 
と
を
伝
え
る
。
李
華
墓
誌
や
曾
鞏
序
の
記
述
も
勘
案
す
る
と' 
神 
龍
改
元
時
に
李
白
は
数
歳
と
な
る
。
「
神
龍
」
は
「
神
功
」
の
字 
訛
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
太
白
の
生
ま
れ
た
の
が
広
漢
に
家
を
置 
く
よ
り
以
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
と
。
:
:
:
至
武
后
時
、
子
孫
始
還
内
地
、
于
蜀
之
綿
州
家
焉
。
 
:
:
:
唐
長
安
元
年
、
辛
丑
(
即
武
后
之
大
足
元
年
也
、
十
月
始
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改
長
安)
。
太
白
生
(
…
…
李
陽
冰
序
載
白
卒
於
宝
応
元
年
十
一 
月
、
…
…
李
華
作
太
白
墓
誌
日
年
六
十
二
、
則
応
生
於
長
安
元
年
。
 
以
代
宋
中
丞
自
薦
表
核
之
、
表
作
于
至
徳
ー
ー
載
丁
酉
、
時
年
五
十 
有
七
、
合
之
長
安
元
年
為
是
。
…
…
又
按
李
陽
冰
序
云
、
神
龍
之 
始
、
逃
帰
於
蜀
。
復
指
李
樹
而
生
伯
陽
。
范
伝
正
墓
碑
云
、
神
龍 
初
、
潜
還
広
漢
。
今
以
李
誌:
曾
序
参
互
考
之
、
神
龍
改
元
、
太 
白
已
数
歳
。
豈
神
龍
之
年
号
乃
神
功
之
訛
、
抑
太
白
之
生
、
在
未 
家
広
漢
之
前
歟)
。
(
王
琦
「
李
太
白
年
譜
」
『李
太
白
文
集
』
巻
三
十
五
付
録
五) 
一
方
で
「
年
譜
」
冒
頭
の
一
節
に
は
「:
：:
武
后
の
時
に
至
り
て
、
 
子
孫
始
め
て
内
地
に
還
り
、
蜀
の
綿
州
に
家
せ
り
」
と
記
し
、
帰 
還
は
「
神
龍
」
改
元
以
前
と
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
王
琦
が
引 
く
資
料
の
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。
:
:
:
時
宝
応
元
年
十
一
月
乙
酉
也
。
(
李
陽
冰
「
草
堂
集
序
」) 
:
:
:
年
六
十
有
二
。
(
李
華
「
故
翰
林
学
士
李
君
墓
誌
序
」
『李
太
白
文
集
』
巻
こ 
:
:
:
前
翰
林
供
奉
李
白' 
年
五
十
有
七
。
(
李
白
「
為
宋
中
丞
自
薦
表
」
同
巻
二
六)
な
お
「
為
宋
中
丞
自
薦
表
」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
、
詹
鏤
は
、
 
自
薦
表
本
文
中
、
崔
渙
と
宋
若
思
よ
り
永
王
叛
軍
参
加
の
取
り
調 
べ
を
受
け
た
記
事
か
ら
、
出
獄
後
の
作
と
す
る
。
至
徳
二
載
丁
酉(
七
五
七)
表
云
「
属
逆
胡
暴
乱
、
避 
地
廬
山
、
遇
永
王
東
巡
、
脅
行
、
中
道
奔
走
、
却
至
彭
沢
、
 
具
已
陳
首
、
前
後
経
宣
慰
大
使
崔
渙
及
臣
推
覆
清
雪
、
尋
経 
奏
聞
」
。
当
是
太
白
出
獄
後
作
。
(
『李
白
詩
文
繫
年
』
作
家
出
版
社
、
一
九
五
八
年) 
陳
寅
恪
は
王
琦
の
示
し
た
可
能
性
の
も
う
一
方
を
採
り' 
さ
ら 
に
推
し
て
言
う
。
「
為
宋
中
丞
自
薦
表
」
の
記
述
か
ら
李
白
の
生 
年
は
大
足
元
年
(
七
〇
一)
、
一
家
が
帰
還
し
た
「
神
龍
」
初
に 
李
白
は
五
歳
、
と
い
う
こ
と
は
西
域
の
地
で
生
ま
れ
た
、
と
。
 
:
:
:
又
考
太
白
集
巻
貳
陸
為
宋
中
丞
自
薦
表
云'
「
臣
伏
見 
前
翰
林
供
奉
李
白
年
五
十
七
」
。
寅
恪
案
、
太
白
為
宋
若
思 
作
此
表
時
在
唐
粛
宗
至
徳
二
載
、
即
西
暦
七
五
七
年
。
拠
以 
上
推
其
誕
生
之
歳
応
為
武
后
大
足
元
年
、
即
西
暦
七
〇
一
年
一 
此
年
下
距
中
宗
神
龍
元
年
、
即
西
暦
七
〇
五
年
、
尚
有
四
年 
之
隔
。
然
則
太
白
由
西
域
遷
居
蜀
漢
之
時
、
其
年
至
少
已
五
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歳
矣
。
是
太
白
生
於
西
域
、
不
生
於
中
国
也
。:
：
： 
(
「李
太
白
氏
族
之
疑
問
」
『李
白
研
究
論
文
集
」
中
華
書
局
、
一
 
九
六
四
年
、
原
載
『清
華
学
報
』
第
一
〇
巻
一
期
、
一
九
三
五
年) 
こ
う
し
た
推
論
に
立
っ
て
、
父
の
名
「
客
」
か
ら
も
と
も
と
漢
人 
で
は
な
く
西
域
の
胡
人
で
あ
ろ
う
、
隋
末
に
西
域
に
竄
謫
せ
ら
れ 
た
と
い
う
の
も
事
実
で
は
な
く
、
李
姓
に
復
し
た
こ
と
も
隴
西
李 
氏
で
あ
る
と
す
る
の
も
偽
称
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
陳
寅
恪
説
は
詹
鏤
の
賛
同
を
得(
「李
白
家
世
考
異
」
『李
白
詩
論 
叢
』
人
民
文
学
出
版
社' 
一
九
五
七
年)
、A
^
ウ
ェ
イ
リ
ー
、
小
川 
環
樹
、
松
浦
友
久
に
至
る
ま
で
、
以
後
こ
れ
に
立
脚
し
て
論
説
が 
展
開
さ
れ
る
。
ウ
ヱ
イ
リ
ー
は
先
祖
が
隋
末
に
西
域
に
竄
謫
さ
れ 
た
と
い
う
伯
禽
手
疏
に
出
る
話
が
事
実
で
あ
る
可
能
性
を
考
え 
(
『李
白
』
一
七
七
—
一
七
九
頁
、
岩
波
書
店' 
一
九
七
三
年' 
孑
仔
日 
ミ
包
〇7
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〇)
、
小
川
氏
は
科
挙
に
受
験
し
な
か
っ
た
の
は
罪
人
の 
子
孫
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
た
と
し(
『唐
代
の
詩
人
—
そ
の
伝
記
』
 
序
説
一
〇
頁
、
大
修
館
書
店
、
一
九
七
五
年)
、
松
浦
氏
は
そ
う
で
は 
な
く
異
民
族
出
身
で
あ
り
商
人
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
た
と
す
る 
(
「客
寓
の
詩
想
」
『李
白
伝
記
論
』
一
七
頁' 
研
文
出
版
、
一
九
九
四 
年)
。
な
お
西
域
出
生
説
は
陳
寅
恪
が
最
初
の
提
唱
者
と
い
う
わ
け
で 
は
な
く
、
松
浦
氏
に
よ
れ
ば
後
掲
の
馮
承
鈞
「
唐
代
華
化
蕃
胡 
考
」(
『唐
方
雑
誌
』
一
九
三
〇
年
九
月)
が
よ
り
早
い
と
い
う
。
 
さ
て
、
李
陽
冰
序
に
「
条
支
」
、
范
伝
正
序
に
「
砕
葉
」
と
記 
す
先
祖
謫
居
の
地
は
、
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
、
な
ぜ
異
な
る
地 
名
が
伝
え
ら
れ
る
の
か
。
そ
も
そ
も
そ
れ
ら
の
所
在
は
ど
こ
か
。 
王
琦
は
、
『漢
書
』
西
域
伝
に
記
す
条
支
が
絶
遠
の
地
で
あ
り 
謫
戍
の
地
と
し
て
適
切
で
な
い
こ
と
、
『唐
書
』
地
理
志
に
記
す 
西
域
羈
縻
州
の
条
支
都
督
府
が
唐
龍
朔
元
年
所
置
で
隋
時
に
は
な 
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
「
砕
葉
」
が
正
し
い
と
す
る
。
「
条
支
」 
は
西
域
極
遠
の
地
を
言
う
の
に
名
を
借
用
し
た
の
で
あ
る
と
。 
:
:
:
考
漢
書
西
域
伝
、:
：:
条
支
国:
：:
与
中
国
絶
遠
、
疑 
非
謫
戍
者
所
居
。
唐
書
地
理
志
、
西
域
羈
縻
州
有
条
支
都
督 
府
、:
：:
乃
唐
龍
朔
元
年
所
置
、
隋
時
無
之
。
恐
砕
葉
為
是
、
 
条
支
乃
借
言
作
西
域
極
遠
之
地
説
耳
。
(
「
草
堂
集
序
」
王
琦
注
『李
太
白
文
集
』
巻
三
一
付
録) 
「
砕
葉
」
は
中
央
ア
ジ
ア
の
ス
イ
ヤ
ブ
(
所
在
は
現
キ
ル
ギ
ス
共
和 
国
、
ト
ク
マ
ク
の
郊
外)
に
比̂
5
疋
さ
れ
る
(
松
浦
「
李
白
に
お
け
る
生
118
地
と
家
系
—
異
民
族
説
の
再
検
討
を
中
心
に
—
」
『李
白
伝
記
論
』
四 
七
・
七
〇
・
七
ー
頁)
。
玄
奘
三
蔵
の
『大
唐
西
域
記
』
に
「
素
葉 
水
城
」
と
し
て
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ウ
ェ
イ
リ
— ' 
小
川
・ 
郭
沫
若
(
『李
白
与
杜
甫
』
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
七
二
年)
、
松
浦 
な
ど
、
多
く
の
論
者
が
先
祖
謫
居
の
地
と
認
め
る
。
そ
の
他
、
李 
従
軍
に
よ
り
「
焉
耆
」
砕
葉
説
(
現
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
博
斯
騰 
湖
畔
の
庫
爾
勒-
焉
耆
回
族
自
治
県
一
帯)
が
と
な
え
ら
れ(
「李
白 
出
生
地
考
異
」
「李
白
出
生
地
与
四
家
之
説
是
非
辨
」
『李
白
考
異
録
』
斉 
魯
書
社
、
一
九
八
六
年)
、
ま
た
鍾
興
麒
に
よ
り
「
哈
密
」
砕
葉
説 
(
現
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
哈
密
市
付
近)
が
と
な
え
ら
れ
る
な
ど 
し
て
い
る
(
「哈
密
砕
葉
与
李
白
身
世
」
『中
国
李
白
研
究
』
二
〇
〇
一 
—
二
〇
〇
二
年
集' 
黄
山
書
社
、
二
〇
〇
二
年)
。
一
方
の
「
条
支
」
が
ど
こ
を
指
す
か
に
つ
い
て
、
松
浦
氏
は
早 
期
の
主
要
な
論
と
し
て
二
者
を
挙
げ
て
い
る(
『李
白
伝
記
論
』
四 
-
-
-
四
三
、
四
六
頁)
。
馮
承
鈞
「
唐
代
華
化
蕃
胡
考
」 
古
代
亜
叙
利
亜̂
協
胃
色
、
当
時
の
大
食
コ
磴
一
?
ア 
ラ
ブ)
で
あ
る
。 
(
『唐
方
雑
誌
』
一
九
三
〇
年
九
月) 
胡
懐
琛
「
李
太
白
的
国
籍
問
題
」
唐
太
宗
時
代
の
羈
縻
州
の
ー
、
「
条
支
都
督
府
」
で
あ
る
。
そ
の
も
と
に
あ
る
、
『新
唐
書
』
地
理
志
下
に
言 
う
「
訶
達
羅
支
国
」
が
『大
唐
西
域
記
』
に
言
う
「
阳
ー 
邏
私
城
」
で
あ
り
、
そ
の
南
十
余
里
に
あ
る
中
国
人
の 
「
小
孤
城
」
が
李
白
の
出
身
地
で
あ
る
。
(
『逸
経
』
第
一
期
、
一
九
三
六
年
三
月) 
ウ
ェ
イ
リ
ー
は
「
条
支
都
督
府
」
の
所
在
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の 
ガ
ズ
ナ
〇
ー
ー
即
ミ)
に
比
定
す
る
別
の
見
解
を
示
し
つ
つ' 
し
か 
し
李
陽
冰
序
の
「
条
支
」
は
比
喩
的
な
表
現
で
あ
る
と
し
、
王
琦 
の
見
方
を
継
承
し
て
い
る
。
:
:
:
李
陽
冰
が
条
支
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
文
書
は
あ
い
ま 
い
な
、
装
飾
的
、
比
喩
的
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
彼 
が
こ
の
名
称
を
た
ん
に
「
世
界
の
果
て
」
と
い
う
意
味
で
用 
い
た
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
疑
い
は
な
い
。
(
『李
白
』
一
七
九
頁
補
注
こ 
劉
友
竹
に
よ
る
「
訶
達
羅
支
国
・
伏
宝
瑟
顚
城
」
の
「
条
支
都
督 
府
」
説
も
同
地
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ガ
ズ
ナ
一
帯
を
指
す(
「李 
白
的
生
地
是
条
支
」
『社
会
科
学
研
究
』
一
九
ハ
二
年
第
二
期
、
「李
白
的 
出
生
地
再
考
」
『李
白
学
刊
』
第
二
輯' 
三
聯
書
店
、
一
九
八
九
年)
。
119
な
お
『史
記
』
大
宛
伝
「
条
枝
」
及
び
『漢
書
』
西
域
伝
「
条 
支
」
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
李
白
の
こ
と
と
は
別
に
早
く
か
ら
議 
論
が
あ
り
、
尸
・
ヒ
ル
ト
・
白
鳥
庫
吉
・
藤
田
豊
八
ら
が
ペ
ル
シ 
ヤ
湾
岸
の
地
と
す
る
の
に
対
し
、
宮
崎
市
定
は
那
珂
通
世
説
と
お 
な
じ
シ
リ
ア
に
比̂
^
疋
し
て
い
る(
「条
支
と
大
秦
と
西
海
」
『
ア
ジ
ア 
史
研
究
』
第
一
ヽ
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
七
年)
。
内
地
出
生
説
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
王
琦 
は
、
両
序
の
記
述
に
疑
問
を
は
さ
み
つ
つ
も
、
李
白
の
出
生
が
蜀 
中
帰
還
後
、
武
后
の
時
で
あ
る
と
見
た
。
こ
の
見
解
は
、
一
九
三 
〇
年
代
か
ら
ハ
〇
年
代
に
か
け
て
西
域
出
生
説
を
め
ぐ
る
議
論
が 
活
況
を
呈
し
て
以
降
も
、
一
定
の
勢
力
を
保
っ
て
い
る
。
蔣
志 
(
「李
白
出
生
于
四
川
江
油
補
正
」
『四
川
大
学
学
報
叢
刊
』
第
一
五
輯
古 
典
文
学
論
叢
、
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
「李
白
出
生
地
諸
説 
質
疑
」
『錦
陽
師
専
学
報
』
一
九
八
五
年
第
一
期)
、
裴
斐
(
「評
李
白
出 
生
砕
葉
説
兼
談
李
白
的
籍
貫
問
題
」
『江
漢
論
壇
』
一
九
ハ
四
年
第
一
ー 
期
、
『李
白
研
究
論
叢
』
巴
蜀
書
社
、
一
九
ハ
七
年)
、
馬
依
羣
(
「
関
於 
李
白
出
生
地
与
逝
世
処
的
探
討
」
『李
白
研
究
論
叢
』
第
二
輯
、
巴
蜀
書 
社
、
一
九
九
〇
年)
等
で
あ
る
。
馬
依
羣
が
論
拠
と
す
る
の
は
、
 
李
陽
冰
序
と
魏
顯
序
が
本
人
か
ら
直
接
情
報
を
得
て
い
る
こ
と
で 
あ
る
。
内
地
出
生
説
に
対
し
て
は
、
松
浦
氏
に
以
下
の
論
難
が
あ
る
。
李
陽
冰
と
范
伝
正
の
序
が
と
も
に
「
神
龍
」
と
記
す
か
ら
に 
は
、
王
琦
の
言
う
「
神
功
」
の
字
訛
の
可
能
性
は
き
わ
め
て
乏
し 
い
。
「:
：:
「
神
龍
」
に
関
す
る
別
個
の
具
体
的
な
解
釈
が
示
さ 
れ
な
い
限
り
、
巴
蜀
説
の
成
り
立
つ
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と 
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
」(
『李
白
伝
記
論
』
四
五
頁)
と
言
う
。
 
な
お
郁
賢
皓
「
李
白
生
平
研
究
綜
述
」(
『中
国
李
白
研
究
』
一
九 
九
五
・
一
九
九
六
年
集
、
安
徽
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
七
年)
に
は
中 
国
に
お
け
る
研
究
概
要
が
述
べ
ら
れ
有
用
で
あ
る
。
 
以
上
の
よ
う
に
、
先
祖
謫
居
の
地
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
「
条
支
」 
か
「
砕
葉
」
か
、
そ
れ
を
ど
こ
に
比
定
す
る
か
に
よ
っ
て' 
さ
ら 
に
細
か
く
説
が
分
か
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
た
と
え
ば
金
文
京
の 
よ
う
に'
「
条
支
都
督
府
・
訶
達
羅
支
」
「
砕
葉
」
両
地
の
間
を
移 
動
し
た
と
す
る
考
え
も
提
出
さ
れ
る(
「李
白
』
ーー
・
ニ
-
頁
、
 
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年)
。
し
か
し
お
お
か
た
の
見
方
は
范
伝
正 
序
の
「
砕
葉
」
に
帰
着
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
ス
イ
ヤ
ブ
が 
有
力
な
候
補
と
な
ろ
う
が
、
所
在
の
比
定
の
問
題
は
い
ま
し
ば
ら 
く
措
く
と
し
て
、
「
砕
葉
」
説
が
正
し
い
と
し
た
場
合
、
李
陽
冰 
序
が
「
条
支
」
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
、
有
効
な
説
明
は
得
ら
れ
て 
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
な
お
不
明
で
あ
る
と
い
う
他
は
な
い
。
 
つ
ま
り
以
下
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
〇 
- 
ふ
た
つ
の
序
の
な
120
か
で
、
地
名
が
異
な
る
。
他
に
違
い
は
な
い
。
二
、
ふ
た
つ
の
序 
の
情
報
を
、
他
の
基
礎
資
料
と
照
合
し
た
場
合
、
生
年
の
情
報
に 
矛
盾
が
生
ず
る
。
陳
氏
説
は
他
資
料
に
よ
る
生
年
の
情
報
及
び
両
序
の
帰
還
の
年 
号
を
真
と
し
、
出
生
時
期
を
帰
還
以
前
、
出
生
地
を
西
域
と
し
た
。 
筆
者
案
ず
る
に
、
根
拠
資
料
で
あ
る
両
序
の
一
方
に
偽
を
含
む
と 
す
れ
ば
、
当
該
資
料
の
記
述
内
容
全
体
に
疑
義
が
生
じ
る
の
で
は 
な
か
ろ
う
か
。
当
該
資
料
を
時
間
の
先
後
の
簡
単
な
考
証
の
み
に 
よ
っ
て
処
理
し
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
も 
そ
も
当
該
資
料
は
ど
の
よ
う
な
性
質
の
文
献
な
の
か
。
以
下
に
考 
察
を
施
す
。
三
考
察
「
砕
葉
」
は
玄
奘
三
蔵
の
『大
唐
西
域
記
』
に
「
素
葉
水
城
」 
と
し
て
見
え
、
七
世
紀
前
半
当
時
の
模
様
を
伝
え
る
。
城
周
六
七 
里
、
諸
国
商
胡
雑
居
の
地
と
し
、
作
物
や
気
候
、
風
俗
な
ど
に
言 
い
及
ぶ
。清
池
西
北
行
五
百
余
里
、
至
素
葉
水
城
。
城
周
六
七
里
、
 
諸
国
商
胡
雑
居
也
。
土
宜
虞-
麦
・
葡
萄
、
林
樹
稀
疏
。
気 
序
風
寒
、
人
衣
氈
褐
。 
(
「大
唐
西
域
記
』
巻
一)
一
方
「
条
支
」
は
『史
記
』
大
宛
伝
に
、
張
驀
が
使
い
し
た
大
月 
氏
の
西
数
千
里
に
あ
る
安
息
国
の
、
さ
ら
に
西
数
千
里
に
あ
る
国 
と
し
て
名
が
見
え
る
。
そ
こ
に
は
安
息
国
長
老
の
伝
聞
に
よ
る
、
 
条
支
に
は
弱
水
が
あ
り
、
西
王
母
が
い
る
と
い
う
情
報
が
付
記
さ 
れ
て
い
る
。(
表
記
は
『史
記
』
が
「
条
枝
」
、
『漢
書
』
西
域
伝 
が
「
条
支
」
と
す
る
。)
安
息
在
大
月
氏
西
可
数
千
里
。
…
条
枝
在
安
息
西
数
千 
里
、
臨
西
海
。:
：:
安
息
長
老
伝
聞
、
条
枝
有
弱
水
，
西
王 
母' 
而
未
嘗
見
。 
(
『史
記
』
巻
一
二
三
大
宛
伝) 
「
弱
水
」
と
何
か
。
司
馬
貞
索
隠
に
『玄
中
記
』
を
引
い
て
「
天 
下
之
弱
者
、
有
崑
崙
之
弱
水
、
鴻
毛
不
能
載
也
」
、
『括
地
図
』
を 
引
い
て
「
崑
崙
弱
水
非
乗
龍
不
至
。
有
三
足
神
烏
、
為
王
母
取 
食
」
、
 
そ
の
ほ
か
『淮
南
子
』
墜
形
訓
に
も
「
楽
民
・
拏
閭
在
昆 
侖
弱
水
之
洲
」(
『淮
南
鴻
烈
集
解
』
巻
四)
等
と
あ
る
よ
う
に
、
弱 
水
は
崑
崙
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
。
条
支
は
崑
崙
・
弱
水
の
あ
る
、
 
神
仙
に
ゆ
か
り
の
地
と
目
せ
ら
れ
る
。
た
だ
『史
記
』
が
こ
こ
で
弱
水
を
言
い
な
が
ら
、
崑
崙
に
言
及 
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
も
と
も
と
の
伝
聞
に
崑
崙
の
こ
と
が
欠
け 
て
い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
後
に
漢
の
使
者
が
河
源
を
于
箕
に
つ
き
121
と
め
、
そ
の
出
ず
る
所
の
山
に
崑
崙
と
名
づ
け
た
こ
と
が
影
響
し 
た
の
か
。
大
宛
伝
の
太
史
公
の
コ
メ
ン
ト
に
は
『禹
本
紀
』
に
所 
謂
「
其
の
高
さ
二
千
五
百
余
里
、
日
月
の
相
避
隠
し
て
光
明
を
為 
す
所
」
な
る
崑
崙
な
ど
な
か
っ
た' 
と
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
 
張
驀
の
報
告
が
、
武
帝
の
崑
崙
捜
索
の
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
な 
っ
た
こ
と
で
は
あ
ろ
う
。
而
漢
使
窮
河
源
、
河
源
出
于
箕
。:
：:
天
子
案
古
図
書
、
 
名
河
所
出
山
日
崑
崙
云
。:
：:
太
史
公
日
、
禹
本
紀
言
「
河 
出
崑
崙
。
崑
崙
其
高
二
千
五
百
余
里' 
日
月
所
相
避
隠
為
光 
明
也
。:
：:
」
今
自
張
驀
使
大
夏
之
後
也
、
窮
河
源
、
悪
睹 
本
紀
所
謂
崑
崙
者
乎
。 
(
同
上) 
張
骞
が
実
見
し
た
の
は
大
宛
や
大
月
氏
、
ほ
か
大
夏
と
康
居
ま 
で
。
安
息
国
は
と
も
か
く'
条
支
国
に
つ
い
て
は
相
応
に
不
確
か 
な
情
報
で
あ
る
。
し
か
も
安
息
長
老
の
伝
聞
に
基
づ
く
と
い
う\ 
さ
ら
に
不
確
か
な
要
素
を
含
む
。
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
李
陽
冰
は
利 
用
し
た
。
理
由
は
、
出
生
を
老
子
に
な
ぞ
ら
え
る
の
と
お
な
じ
く
、
 
そ
こ
が
神
仙
に
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
一
家
の
謫
居
に
ふ
さ
わ
し 
い
意
味
を
纏
う
か
ら
と
、
と
り
あ
え
ず
言
え
そ
う
だ
。
し
か
し
李 
陽
冰
の
用
意
は
も
う
少
し
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
張
骞
に
よ
る
上
述
の
情
報
は
漢
の
武
帝
を
第
一
の
受 
け
手
と
し
て
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
武
帝
の
崑
崙
山
と
の
か 
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
武
帝
の
崑
崙
山
信
仰
に
つ
い
て
は
、
福
永
光
司
「
道
教
に
お
け 
る
天
神
の
降
臨
授
誡
—
そ
の
思
想
と
信
仰
の
源
流
—
」
六
「
太
上 
老
君
と
崑
崙
山
」
に
詳
し
い
考
察
が
あ
る
。
太
上
老
君
の
降
臨
授 
誡
を
め
ぐ
る
言
説
が
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
形
成
展
開
さ
れ
る
過 
程
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
福
永
氏
は
、
降
臨
言
説
の
特 
徴
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
な
か
で
、
天
神
と
し
て
の
太
上
老
君
が
崑 
崙
山
を
根
拠
地
と
し
て
い
る
こ
と
、
龍
や
虎
を
昇
降
の
手
段
と
す 
る
こ
と
、
な
ど
に
言
及
し
、
起
源
を
漢
の
武
帝
の
太
一
神
祭
祀
と 
崑
崙
山
信
仰
に
見
い
だ
し
て
い
る
。
所
説
の
概
要
は
以
下
の
と
お 
り
。
武
帝
は
泰
山
下
の
奉
高
に
明
堂
を
作
る
際' 
崑
崙
山
に
似 
せ
て
高
楼
を
設
け
「
崑
崙
」
と
名
づ
け
た
。
ま
た
甘
泉
宮
に 
「
益
延
寿
観
」
「
通
天
茎
台
」
を
設
け
た
。
こ
れ
ら
は
倦
神 
人
の
属
を
招
来
し
、
不
老
長
生
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
る
。
 
こ
れ
ら
宗
教
施
設
に
て
歌
わ
れ
た
「
郊
祀
歌
」
十
九
章
の
歌 
詞
に
は
、
「
上
帝
太
一
神
が
崑
崙
山
に
敦
ま
る
」
こ
と
を
言
122
う
が
、
こ
う
し
た
思
想
信
仰
が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
。 
ひ
と
つ
に
は
武
帝
の
匈
奴
征
伐
を
め
ぐ
る
張
骞
の
大
月
氏
へ 
の
派
遣
が
関
係
す
る
。
大
月
氏
の
西
数
千
里
、
安
息
国
長
老 
の
伝
聞
に
は
、
条
枝
に
弱
水
が
あ
り
西
王
母
が
い
る
と
い
う
。
 
す
な
わ
ち
崑
崙
の
弱
水
で
あ
る
。
そ
し
て
大
宛
国
や
烏
孫
国 
か
ら
将
来
さ
れ
た
名
馬
に
「
天
馬
」
「
西
極
」
の
名
が
与
え 
ら
れ
、
大
宛
征
伐
で
宛
馬
を
獲
た
際
の
作
「
郊
祀
歌
」
十
九 
章
の
第
十
首
「
天
馬
」
に
は
、
「
天
馬
が
武
帝
の
も
と
に
来 
た
か
ら
に
は
、
こ
れ
が
媒
と
な
っ
て
、
次
に
は
神
仙
と
し 
て
の
升
天
を
可
能
に
す
る
神
龍
が
必
ず
や
っ
て
来
る
に
違
い 
な
い
」
と
い
う
内
容
が
歌
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
 
「:
：:
崑
崙
の
山
が
、
上
帝
太
一
神
の
天
上
神
仙
世
界
へ
の 
必
須
の
通
路
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
ま
た
上
帝
太
一
神
な
い
し 
天
神
群
霊
の
集
止
す
る
聖
地
で
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
こ 
と
」
が
確
認
さ
れ
、
「:
：:
張
骞
の
大
宛
国
・
大
月
氏
国
へ 
の
派
遣
旅
行
が
武
帝
の
崑
崙
山
信
仰
な
い
し
は
上
帝
太
一
の 
神
仙
信
仰
に
一
つ
の
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
が
肯 
定
さ
れ
る
」
。
も
う
ひ
と
つ
は
『楚
辞
』
に
見
え
る
崑
崙
山 
信
仰
が
関
係
す
る
。
『楚
辞
』
に
は
崑
崙
を
神
仙
の
山
と
し 
て
描
く
も
の' 
そ
こ
が
天
神
の
居
所
と
解
せ
ら
れ
る
も
の
が 
あ
る
が
、
「
郊
祀
歌
」
十
九
章
に
は
、
類
似
す
る
表
現
，
発
想
が
多
く
見
ら
れ
る
。
「:
：:
崑
崙
山
が
上
帝
太
一
の
集
止 
す
る
神
仙
の
霊
山
で
あ
る
と
い
う
思
想
信
仰
は
、
さ
ら
に
古 
く
前
四
〜
三
世
紀
、
戦
国
末
期
秦
初
の
頃
に
既
に
成
立
し
て 
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
」
。
し
か
し
「
崑 
崙
山
に
神
霊
が
集
ま
り
、
上
帝
太
一
の
天
神
が
こ
の
山
に
居 
所
を
置
き' 
得
道
の
神
人
真
仙
が
ま
た
そ
こ
に
集
止
す
る
と 
い
う
思
想
信
仰
は
、:
：:
そ
の
源
流
も
し
く
は
原
型
を
漢
の 
武
帝
の
上
帝
太
一
神
の
祭
祀
と
そ
れ
に
密
接
な
関
連
を
も
つ 
崑
崙
山
の
神
仙
信
仰
に
跡
づ
け
る
の
が' 
最
も
適
切
で
あ
ろ 
う
」
。
(
『道
教
思
想
史
研
究
』
九
九
— 
一
〇
七
頁
要
約
、
 
岩
波
書
店
、
一
九
ハ
七
年) 
多
く
の
内
容
を
含
む
が
、
要
点
は
ふ
た
つ
に
纏
め
ら
れ
よ
う
。
ー
、
 
武
帝
の
思
想
信
仰
は
不
老
長
生
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
 
太
一
神
祭
祀
と
崑
崙
山
信
仰
を
具
体
的
内
容
と
す
る
。
二
、
そ
の 
形
成
に
は
、
『楚
辞
』
文
学
が
淵
源
と
な
り
、
張
驀
の
報
告
「
条 
枝
の
弱
水
，
西
王
母
」
及
び
「
天
馬
」
将
来
が
関
係
す
る
。
以
上 
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
 
そ
れ
で
は
武
帝
の
思
想
信
仰
が
ど
の
よ
う 
に
形
成
さ
れ
た
か
。
さ
し
あ
た
り
次
の
よ
う
に
想
定
す
る
こ
と
が 
可
能
で
あ
ろ
う
。
武
帝
の
不
老
長
生
実
現
へ
の
試
み
は
、
書
物
に
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記
さ
れ
た
崑
崙
が
、
張
骞
の
報
告
に
よ
り
現
実
に
存
在
す
る
こ
と 
の
確
か
な
消
息
を
得
、
ま
た
「
天
馬
」
の
将
来
に
よ
っ
て
現
実
味 
を
帯
び
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
検
証
は
「
課
題
ー
」
と
し
て
後
に
付 
す
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
さ
き
へ
と
論
を
推
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
考 
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
秦
の
始
皇
帝
は
渤
海
中
に
三
神
山
を
捜
求
し' 
不
老
長
生
の
薬 
を
得
よ
う
と
試
み
た
。
漢
の
武
帝
は
東
方
に
は
秦
始
皇
の
跡
を
踏 
む
一
方
で
、
西
方
に
神
仙
集
い
登
倦
の
基
地
と
な
る
崑
崙
を
求
め 
た
。
「
条
支
」
の
名
は
、
そ
の
向
こ
う
に
聖
な
る
山
の
存
在
を
描 
い
て
不
老
長
生
を
希
求
し
た
人
主
の
像
を
呼
び
起
こ
す
。
李
白
あ 
る
い
は
そ
の
意
を
受
け
た
李
陽
冰
が
わ
ざ
わ
ざ
選
ん
で
詩
人
の
故 
地
と
し
た
の
も
、
お
な
じ
希
望
を
も
ち
な
が
ら
こ
の
ほ
ど
遷
化
し 
た
玄
宗
の
像
を
、
こ
れ
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
準
備
す
る
た
め
で
は 
あ
る
ま
い
か
。
玄
宗
の
こ
と
を
も
ち
だ
す
伏
線
と
し
て
武
帝
の
故 
事
が
暗
に
踏
ま
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
想
定
に
は
、
武
帝
の
思
想
信
仰
の
形
成
を
め
ぐ
る
課 
題
に
加
え
、
玄
宗
の
信
仰
が
い
か
に
繫
が
る
か
に
つ
い
て
検
討
が 
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
(
一)
漢
の
元
鼎
元
封
間
に
お
け
る 
武
帝
の
泰
山
封
禅
と
倦
神
人
招
来
を
め
ぐ
る
宗
教
的
事
跡
、(
二) 
唐
の
開
元
天
宝
の
際
に
お
け
る
玄
宗
の
玄
元
皇
帝
降
現
を
め
ぐ
る 
霊
応
の
事
象
、
両
者
の
比
較
検
討
で
あ
る
。
「
課
題
ニ
」
と
し
て
後
に
考
察
を
付
す
。
さ
て
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
一
家
が
帰
還
し
た
の
が
唐
が
国 
号
を
復
し
た
「
神
龍
」
初
と
い
う
の
も
、
偶
然
と
す
る
に
は
で
き 
す
ぎ
た
話
に
見
え
て
く
る
。
隴
西
李
氏
に
し
て
涼
武
昭
王
九
世
孫\ 
太
白
の
精
と
称
し
出
生
は
老
子
に
似
る
。
一
家
は
条
支
に
謫
居
し 
「
神
龍
」
に
帰
還
し
た
。
記
述
の
真
偽
に
い
ち
い
ち
嫌
疑
が
掛
け 
ら
れ
る
な
か
、
帰
蜀
の
年
号
の
み
真
実
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し 
そ
れ
を
傍
証
す
る
よ
う
な
、
他
資
料
に
よ
る
裏
づ
け
は
な
い
。
范 
伝
正
序
が
基
づ
く
伯
禽
手
疏
の
情
報
源
も
李
白
本
人
、
と
考
え
る 
の
が
自
然
で
あ
る
。
西
域
出
生
説
の
論
拠
は
明
白
な
事
実
と
は
な 
ら
ず
、
説
の
存
立
自
体
あ
や
し
い
。
議
論
は
ふ
り
だ
し
に
戻
る
。
 
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
か
。
李
陽
冰
序
の
伝
記
記
述
は
、
李
白
が
玄
宗
皇
帝
に
招
か
れ
た
こ 
と
を
中
心
に
据
え' 
自
身
の
家
系
を
唐
朝
の
書
き
方
に
な
ぞ
ら
え
、
 
そ
の
唐
朝
が
先
祖
と
考
え
た
老
子
に
自
身
の
出
生
を
な
ぞ
ら
え
て 
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
自
身
に
よ
っ
て
「
か
く
あ
り
た
い
と
願 
わ
れ
た
」
人
生
の
記
で
あ
る
。
そ
う
述
べ
た
。
で
あ
れ
ば
、
一
家 
の
姓
が
李
氏
に
復
す
る
の
は
、
中
宗
の
復
位
に
よ
っ
て
李
唐
が
回 
復
し
た
「
神
龍
」
以
降
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
玄
宗 
の
世
に
武
周
の
存
在
を
否
定
す
る
施
策
が
な
さ
れ
、
唐
は
ず
っ
と
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存
続
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た(
妹
尾
達
彦
「
武
則
天
の
洛
陽
、
玄 
宗
の
長
安
」
松
原
朗
編
「杜
甫
と
玄
宗
皇
帝
の
時
代
』㈣
一
：
㈣
三
頁
表 
ーー
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年)
。
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
年 
号
は
改
め
よ
う
が
な
い
。
「
大
足
」
は
同
年
正
月
三
日
、
成
州
に 
仏
迹
が
現
れ
改
元
し
た
と
い
い(
『資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
七)
、
 
武
周 
政
権
の
正
統
性
を
根
拠
づ
け
る
、
仏
教
の
世
界
観
が
反
映
さ
れ
た 
年
号
で
あ
る
。
武
則
天
は
彌
勒
下
生
を
自
称
し
た
。
こ
れ
を
李
白 
の
文
集
序
に
書
き
こ
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い 
か
。
同
年
十
月
「
長
安
」
に
重
ね
て
改
元
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
年 
号
を
ひ
と
つ
後
に
移
し
「
神
龍
」
に
帰
還
し
た
と
す
る
。
こ
れ
に 
出
生
と
復
姓
の
記
事
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
目
的
は
達
成
さ
れ 
る
。
家
系
を
唐
朝
に
な
ぞ
ら
え
た
り
出
生
を
老
子
に
な
ぞ
ら
え
た 
り' 
と
い
う
大
掛
か
り
な
処
置
に
く
ら
べ
れ
ば
、
た
や
す
い
。
 
さ
ら
に
、
「
神
龍
」
の
語
は
李
白
の
一
生
に
起
こ
る
こ
と
を
ほ 
の
め
か
す
比
喩
と
な
っ
て
い
る
。
ー
に
は
、
皇
帝
の
恩
恵
に
浴
し 
宮
廷
へ
と
登
る
こ
と
。
ー
ー
に
は
、
「
条
支
」
の
崑
崙
山
と
呼
応
し 
て
、
天
上
世
界
へ
と
登
る
こ
と
。
こ
の
ほ
ど
上
皇
は
こ
れ
に
騎
っ 
て
傳
去
し
た
で
あ
ろ
う
。
か
の
黄
帝
の
よ
う
に
。
そ
し
て
自
身
も 
い
ま
そ
れ
に
す
が
ろ
う
、
と
い
う
。
黄
帝
が
鼎
を
鋳
、
迎
え
の
龍 
に
騎
っ
て
昇
天
し
た
話
は
、
宝
鼎
出
土
の
折
、
い
ま
が
封
禅
の
と 
き
で
あ
る
と
し
て
、
斉
人
公
孫
卿
が
漢
の
武
帝
に
説
い
た
。
臣
下
七
十
余
人
が
従
っ
た
が
、
そ
の
他
の
者
た
ち
は
、
す
が
っ
た
ひ
げ 
が
抜
け
て
黄
帝
の
弓
と
と
も
に
堕
ち
た' 
と
。
:
:
:
黄
帝
采
首
山
銅
、
鋳
鼎
於
荊
山
下
。
鼎
既
成
、
有
龍
垂 
胡
II
下
迎
黄
帝
。
黄
帝
上
騎
、
羣
臣
後
宮
従
上
者
七
十
余
人
、
 
龍
乃
上
去
。
余
小
臣
不
得
上' 
乃
悉
持
龍
|1
、
龍
籲
抜
、
堕
、
 
堕
黄
帝
之
弓
。
百
姓
仰
望
黄
帝
既
上
天
、
乃
抱
其
弓
与
胡
籲 
号
。
(
『史
記
』
巻
二
八
封
禅
書' 
巻
一
ニ
孝
武
本
紀
、
『漢
書
』
巻
二 
五
上
郊
祀
志
上)
序
の
記
述
は
、
李
白
が
そ
う
あ
り
た
い
と
願
っ
た
、
詩
人
の
心 
の
な
か
で
は
真
実
で
あ
り' 
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
か
っ
た
「
情
実
」 
で
あ
る
。
所
謂
客
観
的
事
実
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
取
り
違
え
、
年 
号
の
み
「
事
実
」
と
見
な
し
た
。
そ
こ
に
認
識
の
恣
意
性
ま
た
は 
錯
誤
が
あ
っ
た
。
李
陽
冰
序
に
「
逃
帰
于
蜀
。
復
指
李
樹
而
生
伯 
陽
」
、
范
伝
正
序
に
「
潜
還
広
漢
。:
：:
公
之
生
也
、
先
府
君
指 
天
枝
以
復
姓
」
と
あ
る
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
家
が
帰
還
し
、
 
李
白
が
生
ま
れ
た' 
と
す
れ
ば
よ
い
。
魏
穎
序
に
は
「
身
既
生 
蜀
」
蜀
で
生
ま
れ
た
、
と
あ
る
。
李
陽
冰
序
に
お
け
る
記
述
構
成
の
論
理
は
、
家
系
を
唐
王
朝
に
125
な
ぞ
ら
え
る
べ
く
、
復
姓
を
李
唐
の
回
復
時
に
設
定
、
白
の
出
生 
を
結
び
つ
け
、
さ
ら
に
帰
還
を
も
寄
せ
て
「
神
龍
」
と
し
た
も
の 
で
あ
ろ
う
。
陳
寅
恪
説
は
、
出
生
が
「
大
足
」
元
年
と
推
定
さ
れ 
る
こ
と
か
ら
、
帰
還
が
「
神
龍
」
で
あ
る
こ
と
を
動
か
さ
ず
、
そ 
れ
以
前
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
場
所
は
西
域
で
あ
る
、
と
推 
し
た
。
筆
者
の
考
え
は
、
出
生
は
大
足
元
年
、
帰
還
の
時
期
は
不 
明
、
 
復
姓
は
「
神
龍
」
以
降
だ
が
、
序
の
記
述
及
び
范
伝
正
序
に 
魏8
序
を
も
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
帰
還
、
出
生
、
復
姓
の
順
に
な 
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
四
課
題
ー
の
検
証
「
条
支
」
と
「
神
龍
」
の
記
述
に
つ
い
て
、
仮
説
を
立
て
る
に 
あ
た
り
、
二
点
を
課
題
と
し
た
。
そ
の
一
は
、
武
帝
の
思
想
信
仰
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
、
 
に
つ
い
て
。
武
帝
の
不
老
長
生
実
現
へ
の
試
み
は
、
書
物
に
記
さ 
れ
た
崑
崙
が' 
張
驀
の
報
告
に
よ
り
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
の
確 
か
な
消
息
を
得
、
ま
た
「
天
馬
」
の
将
来
に
よ
っ
て
現
実
味
を
帯 
び
た
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
た
。
以
下
に
資
料
を
引
き
な
が
ら
検
証 
す
る
。
人
主
と
し
て
位
を
極
め
た
者
が
次
に
望
む
の
は
、
永
遠
に
生
き
な
が
ら
え
る
こ
と
。
こ
の
究
極
の
テ
ー
マ
を
追
求
し
た
例
と
し
て
、
 
秦
始
皇
が
あ
り
、
漢
武
帝
が
続
き
、
唐
玄
宗
も
跡
を
踏
む
。
地
上 
世
界
の
統
治
は
天
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
、
不
老
登
倦
は
事
業
達 
成
の
当
然
の
報
償
で
あ
る
。
こ
う
し
た
論
理
に
基
づ
き
彼
ら
の
試 
み
は
な
さ
れ
る
。
秦
始
皇
に
よ
る
天
下
統
一
、
天
へ
の
報
告
と
し 
て
泰
山
封
禅
が
行
わ
れ
る
。
彼
は
ま
た
渤
海
中
に
三
神
山
を
捜
索 
し
、
傳
人
と
不
死
の
薬
と
を
求
め
た
。
漢
武
帝
は
「
初
め
て
即
位
す
る
や
、
尤
も
鬼
神
の
祀
を
敬
む
」 
(
「史
記
」
封
禅
書)
信
仰
に
篤
い
君
主
で
あ
っ
た
。
そ
の
思
想
は
、
 
古
図
書
の
記
録
か
ら
最
新
の
学
説
ま
で
、
当
時
の
あ
ら
ゆ
る
知
見 
知
識' 
技
術
学
芸
を
動
員
集
合
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で 
あ
る
。
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
の
に
方
士
の
言
説
が
深
く
関
与
し 
た
。
少
君
言
上
日
「
祠
竈
則
致
物
、
致
物
而
丹
沙
可
化
為
黄
金
、
 
黄
金
成
以
為
飲
食
器
則
益
寿
、
益
寿
而
海
中
蓬
萊
傳
者
乃
可 
見
、
見
之
以
封
禅
則
不
死
。
黄
帝
是
也
」
。(
『史
記
』
封
禅
書) 
李
少
君
は
「
竈
の
神
を
祀
れ
ば
物
の
怪
を
招
き
寄
せ
、
物
の
怪
を 
招
き
寄
せ
れ
ば
丹
沙
は
変
化
さ
せ
て
黄
金
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
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黄
金
が
で
き
そ
れ
で
飲
食
の
器
を
作
れ
ば
寿
命
が
延
び
、
寿
命
が 
延
び
れ
ば
海
中
の
蓬
萊
の
傳
人
は
ま
さ
に
会
う
こ
と
が
か
な
い
、
 
こ
れ
に
会
っ
て
封
禅
す
れ
ば
不
死
と
な
る
。
黄
帝
が
そ
う
で
あ 
る
」
と
説
い
た
。
ま
た
謬
忌
は
「
天
神
の
貴
き
者
は
太
ー
な
り
」 
と
し
、
祭
祀
す
る
仕
方
を
説
き
、
少
翁
は
「
宮
室
被
服
は
神
に
象 
る
に
非
ざ
れ
ば
、
神
物
至
ら
ず
」
と
し
、
甘
泉
宮
の
台
室
に
天- 
地
，
太
一
の
諸
鬼
神
を
描
か
せ
た
、
等
々
。
武
帝
に
お
け
る
不
死
登
傳
の
実
現
は
、
福
永
氏
に
よ
れ
ば
、
ひ 
と
つ
に
は
崑
崙
と
天
馬
の
思
想
信
仰
、
も
う
ひ
と
つ
は
泰
山
封
禅 
の
祭
祀
と
蓬
萊
神
倦
の
思
想
信
仰
に
よ
り
追
求
さ
れ
る
と
い
う 
(
福
永
光
司
「
漢
の
武
帝
と
道
教
」
『「
馬
」
の
文
化
と
「船
」
の
文
化
— 
古
代
日
本
と
中
国
文
化
』
二
四
六
頁
、
人
文
書
院
、
一
九
九
六
年
、
二
〇 
一
八
年)
。
前
者
「
崑
崙
と
天
馬
の
思
想
信
仰
」
に
つ
い
て
は
、
『山
海
経
』
 
『淮
南
子
』
等
の
神
話
的
記
述
と
『楚
辞
』
文
学
が
基
礎
と
な
る 
知
識
を
提
供
す
る
。
『山
海
経
』
西
山
経
・
西
次
三
経
に
「
西
南
四
百
里
、
昆
侖
の 
丘
と
日
う
。
是
れ
実
に
惟
れ
帝
の
下
都
。:
：:
河
水 
焉
に
出 
ず
」(
『山
海
経
箋
疏
』)
。
海
内
西
経
に
は
「
昆
侖
の
虚
、
方
ハ
百 
里
、
高
さ
万
仞
。
上
に
木
禾
有
り
、:
：:
面
に
九
井
有
り\
:
：
： 
面
に
九
門
有
り:
：:
。
赤
水 
東
南
隅
に
出
で
、:
：:
弱
水
-
青
水
西
南
隅
に
出
ず
:
：:
」
。
大
荒
西
経
に
は
「
其
の
下
に
弱
水 
の
淵
有
り
之
を
環
る
、:
：:
。
人
有
り
、
戴
勝
・
虎
歯' 
豹
尾
有 
り
、
穴
処
す
、
名
は
西
王
母
と
日
う
」
等
々
と
い
う
。
『淮
南
子
』
墜
形
訓
に
は' 
禹
が
治
水
の
際
「
昆
侖
の
虚
を 
掘
か
に
し
、
以
て
地
に
下
る
に
、
中
に
増
城
九
重
有
り
、
其
の 
高
さ
万
一
千
里
百-
十
四
歩
二
尺
六
寸
」
と
山
の
成
り
立
ち
に
言 
及
し
、
以
下
全
体
像
を
詳
述
す
る
。
上
有
木
禾
、
其
修
五
尋
、
珠
樹
，
玉
樹
・
15!
樹
，
不
死
樹
在 
其
西
。;
：:
旁
有
四
百
四
十
門
、:
：:
旁
有
九
井
玉
横
、
 
:
:
:
縣
圃
・
涼
風
，
樊
桐
在
昆
侖
閭
闔
之
中
、
是
其
疏
圃
。
 
:
:
:
是
謂
丹
水
、
飲
之
不
死
。
河
水
出
昆
侖
東
北
阪'
:
：
： 
赤
水
出
其
東
南
阪
:ヽ
：:
赤
水
之
東
、
弱
水
出
自
窮
石:
：:
一
 
昆
侖
之
丘
、
或
上
倍
之
、
是
謂
涼
風
之
山
、
登
之
而
不
死
。
 
或
上
倍
之
、
是
謂
懸
圃
、
登
之
乃
霊
、
能
使
風
雨
。
或
上
倍 
之' 
乃
維
上
天
、
登
之
乃
神
、
是
謂
太
帝
之
居
。
(
『淮
南
鴻
烈
集
解
』
巻
四) 
木
禾
を
中
心
に
玉
樹
や
不
死
の
樹
が
東
西
南
北
に
と
り
ま
き
、
四 
百
四
十
門
、
九
井
玉
横
あ
り
。
閭
闔
門
中
に
は
懸
圃
，
涼
風
・
樊 
桐
の
山
が
あ
り
疏
圃
を
な
し
、
そ
こ
か
ら
流
れ
下
る
水
に
は
飲
む
127
と
不
死
と
な
る
も
の
が
あ
る
。
河
水
は
昆
侖
の
東
北
隅
よ
り
、
赤 
水
は
其
の
東
南
隅
よ
り
流
れ
出
、
赤
水
の
東' 
弱
水
は
窮
石
よ
り 
流
れ
出
る
、
等
々
。
特
筆
す
べ
き
は
、
昆
侖
の
丘
か
ら
涼
風
の
山
、
 
懸
圃
、
上
天
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
が
倍
し
階
層
を
な
す
構
造
の
記 
述
で
あ
る
。
一
層
登
る
に
し
た
が
っ
て' 
不
死
、
霊
、
神
と
な
る' 
上
天
は
太
帝
の
居
で
あ
る
、
 
と
い
う
。
『楚
辞
』
離
騒
に
は
屈
原
の
天
界
遊
行
を
叙
述
し
「
余
が
為
に 
飛
龍
に
駕
し
、
瑤
と
象
と
を
雑
え
て
以
て
車
を
為
る
。:
：:
吾
が 
道
を
夫
の
崑
崙
に
遭
ら
し
、
路
は
脩
遠
に
し
て
以
て
周
流
す
」 
(
『楚
辞
補
注
』
離
騒
章
句
第
一)
、
九
章
・
渉
江
に
は
「
青
则
に
駕 
し
白
螭
を
駿
と
し
、
五
口
重
華
と
瑤
の
圃
に
遊
ぶ
。
崑
崙
に
登 
り
て
玉
英
を
食
い
、
天
地
と
寿
を
同
じ
く
し
、
日
月
と
光
を
同
じ 
く
す
」(
九
章
章
句
第
四)
等
々
と
い
う
。
武
帝
は
淮
南
王
の
献
上 
し
た
内
書
二
十
一
篇
を
愛
好
秘
蔵
し
、
ま
た
彼
に
離
騒
伝
を
作
ら 
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る(
『漢
書
』
巻
四
四
劉
安
伝)
。
元
朔
三
年
(
前
一
二
六)
張
骞
が
帰
国
す
る
。
そ
の
報
告
は
刮 
目
す
べ
き
内
容
を
含
ん
で
い
た
。
ひ
と
つ
は
、
大
宛
に
「
善
馬
多 
く
、
馬
は
血
を
汗
し
、
そ
の
先
は
天
馬
の
子
な
り
」(
『史
記
』
大 
宛
伝)
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
安
息
国
長
老
の
伝
聞
に
「
条
枝
に 
弱
水
，
西
王
母
有
り
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
従
来
書
物
に
描
か 
れ
た
霊
山
は
、
い
ま
開
鑿
さ
れ
た
ひ
ろ
が
り
の
彼
方
に
、
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
の
確
か
な
消
息
を
得
た
。
書
物
の
記
述
や
辞
賦
の 
表
現
の
な
か
に
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
崑
崙
と
、
そ
れ
へ
駆
け 
登
る
手
段
と
し
て
の
天
馬
の
存
在
が
、
に
わ
か
に
現
実
味
を
帯
び 
て
き
た
か
に
見
え
た
。
大
宛
伝
の
こ
の
後
の
記
述
に
は
、
天
子
は 
『易
』
に
か
ん
す
る
書
物
に
「
神
馬
当
に
西
北
よ
り
来
る
べ
し
」 
と
あ
っ
た
の
で
、
烏
孫
の
馬
を
得
て
「
天
馬
」
と
呼
ん
だ
が' 
大 
宛
の
汗
血
馬
を
得
て
み
る
と
さ
ら
に
す
ば
ら
し
く
、
烏
孫
の
馬
を 
「
西
極
」
と
改
め
、
大
宛
の
馬
を
「
天
馬
」
と
し
た
、
と
あ
る
。
 
ま
た
崑
崙
の
所
在
を
求
め
る
武
帝
の
探
索
は
、
古
図
書
の
記
述
を 
も
と
に
于
に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は 
さ
き
に
述
べ
た
。
太
初
四
年
(
前
一
〇
一)
漢
は
大
宛
を
征
伐
し
、
善
馬
数
十
匹
、
 
中
馬
以
下
三
千
余
匹
を
獲
た
。
「
郊
祀
歌
」
十
九
章
の
「
天
馬
」 
十
に
は
そ
れ
を
言
祝
い
だ
作
を
載
せ
る
。
:
:
:
天
馬
探
、
開
遠
門
、
竦
予
身' 
逝
昆
侖
。
天
馬
探' 
龍 
之
媒
、
游
聞
闔
、
観
玉
台
。 
(
『漢
書
』
巻
ニ
ニ
礼
楽
志) 
「:
：:
天
馬
が
来
た
、
遠
い
門
を
ひ
ら
き
、
わ
が
身
を
そ
び
や
か 
し
て' 
昆
侖
へ
行
こ
う
。
天
馬
が
き
た
、
龍
の
媒
介
だ
、
天
の
門 
に
あ
そ
び
、
玉
の
台
を
見
物
し
よ
う
」
。
応
劭
注
に
は
「
天
馬
は
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乃
ち
神
龍
の
類
、
今
天
馬
已
に
来
れ
ば
、
此
れ
龍
必
ず
至
る
の 
効
な
る
を
言
う
」
と
。
天
馬
を
龍
の
つ
れ
あ
い
と
す
る
発
想
は
、
 
お
な
じ
く
「
天
馬
」
十
の
「
元
狩
三
年
(
前
ニ
ー
〇)
馬
生
渥
洼 
水
中
作
」(
『漢
書
』
武
帝
紀
に
は
「
元
鼎
四
年(
前
­
ニ
ニ)
秋
、
馬 
生
渥
洼
水
中' 
作
宝
鼎
，
天
馬
之
歌
」
と
い
う)
に
「:
：:
今
安
匹
、
 
龍
為
友
」
と
言
う
の
に
も
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
辞
賦
や
歌
詩
に
表
さ
れ
た
内
容
を
も
っ
て
そ 
の
ま
ま
当
時
の
ひ
と
び
と
の
観
念
で
あ
る
、
も
し
く
は
そ
の
あ
り 
か
た
を
窺
う
た
め
の
一
証
で
あ
る' 
と
す
る
の
に
は
躊
躇
す
る
。
 
こ
の
天
馬
と
崑
崙
を
め
ぐ
っ
て' 
歌
詩
に
言
い
表
さ
れ
た
内
容
の 
実
在
性
に
か
か
る
意
識
を
ど
の
程
度
に
見
積
も
っ
た
ら
よ
い
か
。 
ひ
と
び
と
は
ど
れ
ほ
ど
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
受
け
と
め
て 
い
た
か
。至
武
帝
定
郊
祀
之
礼' 
祠
太
一
於
甘
泉
、
就
乾
位
也
。
 
:
:
:
乃
立
楽
府
、
采
詩
夜
誦
。:
：:
以
李
延
年
為
協
律
都
尉
、
多
挙
司
馬
相
如
等
数
十
人
造
為
詩
賦
、:
：:
作
十
九
章
之
歌
。
 
:
:
:
使
童
男
女
七
十
人
俱
歌
、
昏
祠
至
明
。
夜
常
有
神
光
如 
流
星
止
集
于
祠
壇
、
天
子
自
竹
宮
而
望
拝' 
百
官
侍
祠
者
数 
百
人
皆
粛
然
動
心
焉
。 
(
同
上)
い
ま
こ
の
場
合
、
「
郊
祀
歌
」
十
九
章
は
、
武
帝
が
郊
祀
の
礼
を 
定
め
、
太
一
を
甘
泉
に
祠
る
べ
く
、
楽
府
を
立
て
、
采
詩
し
夜
に 
歌
わ
せ
た
際
、
李
延
年
や
司
馬
相
如
ら
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
も
の 
で
あ
る
。
童
男
女
七
十
人
に
と
も
に
歌
わ
せ
、
日
暮
れ
に
祭
っ
て 
夜
明
け
に
ま
で
至
っ
た
。
夜
に
は
常
に
神
光
の
流
星
の
よ
う
な
も 
の
が
あ
り
祠
壇
に
集
ま
っ
た
。
天
子
は
竹
宮
よ
り
望
拝
し' 
百
官 
の
侍
祠
す
る
も
の
数
百
人
、
み
な
粛
然
と
し
て
心
を
動
か
し
た
、
 
と
い
う
。
考
察
す
る
た
め
の
材
料
が
な
お
充
分
で
な
い
が
、
歌
わ 
れ
た
天
馬
と
崑
崙
は
、
少
な
く
と
も
甘
泉
宮
に
描
か
れ
た
諸
鬼
神 
の
図
画
ほ
ど
に
は
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
受
け
取
ら
れ
た
、
と 
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
後
者
「
泰
山
封
禅
の
祭
祀
と
蓬
萊
神
倦
の
思
想
信
仰
」
に
つ
い 
て
は
、
次
の
課
題
ニ
に
ま
と
め
て
述
べ
る
。
五
課
題
ニ
の
検
討
課
題
の
ニ
は
、
武
帝
の
思
想
信
仰
が
玄
宗
の
信
仰
に
い
か
に
繫 
が
る
か
、
に
つ
い
て
。
と
く
に
(
一)
漢
の
元
鼎
元
封
間
に
お
け 
る
武
帝
の
泰
山
封
禅
と
倦
神
人
招
来
を
め
ぐ
る
宗
教
的
事
跡
、
 
(
二)
唐
の
開
元
天
宝
の
際
に
お
け
る
玄
宗
の
玄
元
皇
帝
降
現
を 
め
ぐ
る
霊
応
の
事
象
、
 
両
者
の
比
較
検
討
で
あ
る
。
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(
一) 
武
帝
に
よ
る
泰
山
封
禅
と
傳
神
人
招
来
の
経
緯
は
、
 
『史
記
』
封
禅
書
に
よ
れ
ば
以
下
の
と
お
り
。
汾
陰
后
土
よ
り
宝
鼎
が
出
土
し
た
折
、
斉
人
公
孫
卿
が
「
鼎 
書
」
を
携
え
て
上
言
し
た
。
斉
人
の
申
公
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の 
で
、
黄
帝
の
言
を
受
け
る
と
い
う
。
そ
の
書
に
「
宝
鼎
出
で
て
神 
と
通
ず
れ
ば
、
封
禅
せ
ん
。:
：:
」
と
あ
り
、
申
公
は
「
漢
主
も 
亦
た
当
に
上
封
す
べ
し
、
上
封
す
れ
ば
則
ち
能
く
天
に
倦
登
せ
ん
。
 
:
:
:
」
と
述
べ
た
、
と
。
今
が
そ
の
時
で
あ
る
と
。
黄
帝
が
龍
に 
騎
り
登
傳
し
た
話
は
こ
の
後
に
続
く
。
蓬
萊
の
傳
人
に
会
っ
て
封 
禅
す
れ
ば
不
死
と
な
る
、
と
は
か
ね
て
李
少
君
よ
り
聞
い
て
い
た
。
 
神
を
致
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
た
少
翁
や
3?
大
は
と
も
に
不
首 
尾
に
終
わ
り
誅
さ
れ
た
。
そ
の
間' 
甘
泉
宮
に
寿
宮
神
君
を
祀
り
、
 
神
君
を
降
す
な
ど
し
た
が
、
巫
を
介
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ 
が
こ
こ
に
来
て
俄
然
気
運
が
高
ま
っ
た
。
事
後
に
元
封
元
年
と
定 
め
ら
れ
る
こ
の
年(
前
一
ー
〇)
三
月
、
武
帝
は
維
氏
の
太
室
山 
に
登
り
、
さ
ら
に
泰
山
に
登
っ
て
山
頂
に
立
石
、
そ
の
ま
ま
海
辺 
へ
東
巡
し
八
神
に
礼
祠
し
た
。
舟
を
発
し
、
海
中
の
神
山
を
言
う 
者
数
千
人
に
蓬
萊
神
人
を
求
め
さ
せ
た
。
公
孫
卿
持
節
常
先
行
候
名
山
、
至
東
萊
、
言
「
夜
見
大
人
、
 
長
数
丈
、
就
之
則
不
見
、
見
其
跡
甚
大
、
類
禽
獣
」
云
。
羣
臣
有
言
「
見
一
老
父
牽
狗
、
言
『吾
欲
見
巨
(
封
禅
書
作 
「
臣
」
『漢
書
』
郊
祀
志
作
「
鉅
」
、
 
今
拠
孝
武
本
紀
改)
公
』
、
 
已
忽
不
見
」
。
上
即
見
大
跡
、
未
信
、
及
羣
臣
有
言
老
父
、
 
則
大
以
為
傳
人
也
。:
：
：
公
孫
卿
は
先
行
し
て
名
山
を
う
か
が
い
、
東
萊
ま
で
来
て
言
う
こ 
と
に
は
「
夜
に
大
人
を
見
た
、
身
の
丈
数
丈
、
近
づ
く
と
見
え
ず
、
 
甚
だ
お
お
き
な
足
跡
を
見
た
、
禽
獣
の
類
で
あ
る
」
と
。
群
臣
に 
「
一
老
父
が
犬
を
牽
く
の
を
見
た 
、
『吾 
巨
公
に
見
え
ん
と
欲 
す
』
と
言
い
、
ふ
と
見
え
な
く
な
っ
た
」
、
と
言
う
者
が
あ
っ
た
。
 
お
お
き
な
足
跡
に
は
半
信
半
疑
で
あ
っ
た
上
も
、
群
臣
の
老
父
の 
話
を
聞
い
て
傳
人
だ
と
得
心
し
た
。
暫
く
留
ま
り
、
密
使
を
遣
つ 
て
方
々
探
ら
せ
た
。
四
月
、
泰
山
封
禅
を
決
行
す
る
。
梁
父
に
地
神
を
祀
っ
た
後
、
 
泰
山
下
東
方
に
封
し
た
。
封
は
広
さ-
丈
二
尺' 
高
さ
九
尺' 
下 
に
玉
牒
書
を
隠
し
た
。
天
子
は
侍
中
の
奉
車
子
侯
の
み
伴
い
泰
山 
に
登
っ
て
封
し
、
翌
日
裏
道
か
ら
下
山
、
粛
然
山
に
て
禅
し
た
。
 
天
子
は
親
し
く
拝
見
し
、
黄
の
衣
を
着
け
楽
を
奏
し
た
。
江
淮
の 
霊
茅
を
敷
き
、
五
色
の
土
も
て
封
に
ま
じ
え' 
奇
獣
や
白
雉
な
ど 
を
放
っ
た
。
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:
:
:
封
禅
祠
、
其
夜
若
有
光
、
昼
有
白
雲
起
封
中
。
天
子
従 
禅
還
、
坐
明
堂
、
羣
臣
更
上
寿
。
於
是
制
詔
御
史
「
朕
以
眇 
眇
之
身
承
至
尊
、
兢
兢
焉
懼
不
任
。:
：:
脩
祠
太
一
、
若
有 
象
景
光
、
眉
如
有
望
、
震
於
怪
物
、
欲
止
不
敢
、
遂
登
封
太 
山
、
至
于
梁
父
、
而
後
禅
粛
然
、
自
新
。:
：:
」
天
子
既
已 
封
泰
山
、
無
風
雨
災
、
而
方
士
更
言
蓬
萊
諸
神
若
将
可
得
。
 
於
是
上
欣
然
庶
幾
遇
之
、
乃
復
東
至
海
上
望
、
冀
遇
蓬
萊
焉
。
封
禅
の
祠
り
に
は
、
夜
に
光
が
射
し
、
昼
に
白
雲
が
封
中
よ
り
起 
こ
っ
た
と
い
う
。
天
子
は
明
堂
に
て
上
寿
を
受
け
、
詔
し
て
「
朕 
は
眇
眇
の
身
を
以
て
至
尊
を
承
け
、
兢
兢
焉
と
し
て
任
な
ら
ざ
る 
を
懼
る
。
太
一
を
脩
祠
す
る
に
、
景
光
を
象
る
有
る
若
く
、
 
層
と
し
て
望
有
る
如
く
、
怪
物
に
震
え
、
止
ま
ら
ん
と
欲
す
る
も 
敢
え
て
せ
ず
。
遂
に
太
山
に
登
封
し
、
梁
父
に
至
り
、
而
る
後
に 
粛
然
に
禅
し
て
、
自
ら
新
た
な
り:
：:
」
と
。
泰
山
に
封
し
て
風 
雨
な
く
、
蓬
萊
諸
神
が
来
る
に
違
い
な
い
。
天
子
は
欣
然
と
し
て 
会
見
を
願
い
、
海
辺
に
望
視
し
て
待
ち
も
う
け
た
。
と
き
に
奉
車 
子
侯
が
急
死
し
、
立
ち
去
っ
た
。
海
沿
い
に
北
辺
へ
と
巡
行
し
、
 
五
月
に
甘
泉
宮
へ
返
っ
た
。
そ
の
後
も
東
巡
は
続
け
ら
れ
、
太
初 
元
年
(
前
一
〇
四)
の
記
事
に
も
「
臨
勃
海
、
将
以
望
祀
蓬
萊
之
属
、
冀
至
殊
廷
焉
」
と
あ
る
。
封
禅
に
前
後
し
て
武
帝
は
宗
教
施
設
の
造
営
に
励
む
。
は
じ
め 
長
安
に
は
「
柏
梁
・
銅
柱
・
承
露
傳
人
掌
」
が
建
設
さ
れ
て
い
た
。
 
集
解
引
く
徐
広
注
に
よ
れ
ば
元
鼎
二
年(
前
ー
一
五)
の
こ
と
。
 
『漢
書
』
郊
祀
志
上
顔
師
古
注
及
び
『史
記
』
孝
武
本
紀
索
隠
に 
『
三
輔
故
事
』
を
引
い
て
「
建
章
宮
承
露
盤
は
高
二
十
丈(
『史 
記
』
索
隠
作
「
三
十
丈
」)
、
大
七
囲
、
銅
を
以
て
之
を
為
る
。
上
に 
仙
人
掌
有
り
露
を
承
く'
玉
屑
を
和
し
て
之
を
飲
む
」
と
は' 
柏 
梁
台
が
太
初
元
年(
前
一
〇
四)
に
焼
け
、
規
模
を
拡
大
し
て
再 
建
さ
れ
た
際
、
新
た
に
造
営
さ
れ
た
建
章
宮
に
付
随
す
る
も
の
に 
つ
い
て
言
お
う
。
元
封
二
年
(
前
一
〇
九)
「
倦
人
は
楼
居
を
好
む
」
と
い
う
公 
孫
卿
の
言
に
よ
り
、
長
安
に
「
蜚
廉
桂
観
」
を
、
甘
泉
宮
に
「
益 
延
寿
観
」
「
通
天
茎
台
」
を
作
っ
て
傳
人
神
人
の
到
来
を
候
わ
せ 
た
。
こ
れ
ら
は
『漢
書
』
郊
祀
志
下
及
び
武
帝
紀
の
表
記
と
注
釈 
を
勘
案
す
れ
ば
、
「
蜚
廉
観
・
桂
観
」
「
益
寿
観
・
延
寿
観
」
と
す 
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
「
蜚
廉
観
」
「
通
天
茎
台
」
は
『漢
書
』 
に
は
「
飛
廉
観
」
「
通
天
台
」
と
表
記
す
る
。
「
蜚
廉
(
飛
廉)
」 
は
神
禽
の
名
、
武
帝
紀
応
劭
注
に
「
能
く
風
気
を
致
す
者
」
と
。
 
「
通
天
茎
台
」
は
『史
記
』
孝
武
本
紀
に
も
「
通
天
台
」
と
表
記 
し
、
索
隠
に
『漢
書
旧
儀
』
を
引
い
て
「
台
高
三
十
丈
、
長
安
を
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去
る
こ
と
二
百
里
、
長
安
城
を
望
見
す
」
と
い
う
。 
ま
た
明
堂
を
奉
高
の
汶
水
ほ
と
り
に
修
建
し
た
。
封
禅
時
、
古 
時
の
明
堂
が
泰
山
東
北
址
の
険
処
に
あ
っ
た
の
を
移
し
た
。 
初
、
天
子
封
泰
山
、
泰
山
東
北
肚
古
時
有
明
堂
処
、
処
険 
不
敞
。
上
欲
治
明
堂
奉
高
旁
、
…
…
〇
済
南
人
・
公
王
帯
上 
黄
帝
時
明
堂
図
。
明
堂
図
中
有
一
殿
、
四
面
無
壁
、
以
茅
蓋
、
 
通
水
、
圜
宮
垣
、
為
複
道
。
上
有
楼
、
従
西
南
入
、
命
日
昆 
侖
。
天
子
従
之
入
、
以
拝
祠
上
帝
焉
。
於
是
上
令
奉
高
作
明 
堂
汶
上
、
如
帯
図
。
こ
の
時
、
済
南
人
公
王
帯
が
黄
帝
時
の
「
明
堂
図
」
を
上
呈
し
、
 
そ
れ
は
「:
：:
図
中
に
一
殿
有
り
、
四
面
無
壁
、
茅
を
以
て
蓋
う
。 
水
を
通
し
、
宮
垣
に
圜
ら
し
、
複
道
を
為
る
。
上
に
楼
有
り
、
西 
南
に
よ
り
て
入
る
、
命
じ
て
昆
侖
と
日
う
。
天
子 
之
に
よ
り
て 
入
り
、
以
て
上
帝
に
拝
祠
す
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
 
こ
の
と
お
り
建
設
し
た
と
い
う
。
『史
記
』
孝
武
本
紀
の
索
隠
に 
「
其
の
崑
崙
山
の
五
城
十
二
楼
に
似
る
を
言
う
」
と
。
ま
た
水
が 
流
れ
る
様
子
な
ど
、
全
体
の
構
図
が
『淮
南
子
』
墜
形
訓
の
記
述 
に
似
る
。
修
建
は
封
禅
書
の
集
解
引
く
徐
広
注
に
よ
れ
ば
元
封
二 
年
の
秋
の
こ
と
。
同
五
年
(
前
一
〇
六)
の
祭
祀
で
、
天
子
は
こ
の
昆
侖
道
か
ら
入
り
明
堂
に
拝
し
、
ま
た
泰
山
頂
上
で
秘
祠
し
た
、
 
山
上
で
挙
火
す
る
と
下
は
み
な
応
じ
た
、
等
と
い
う
。
 
と
こ
ろ
で
泰
山
封
禅
と
蓬
萊
神
倦
の
組
み
合
わ
せ
は
、
秦
始
皇 
以
来
の
斉
の
方
士
に
流
れ
を
汲
む
。
一
方
『淮
南
子
』
の
崑
崙
は 
不
死
登
傳
の
思
想
を
背
後
に
も
ち
な
が
ら
封
禅
や
黄
帝
に
触
れ
ず
、
 
別
系
統
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
金
谷
治
『淮
南
子
の
思 
想
』
に
言
う
。
:
:
:
地
形
篇
に
は
崑
崙
山
の
不
死
伝
説
が
し
る
さ
れ
て
い
て
、
 
「
不
死
の
樹
」
と
か
、
飲
め
ば
死
な
な
い
水
、
登
れ
ば
死
な 
な
い
山
な
ど
が
あ
っ
て
、
「
太
帝
の
居
」
と
い
う
神
の
国
を 
最
高
処
に
お
い
た
、
 
み
ご
と
な
層
位
圏
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 
:
:
:
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
や
は
り
高
い
山
を
足
ば
と
し
て
天 
に
登
り
神
仙
と
な
っ
て
不
死
を
得
る
と
い
う
思
想
が
そ
の
背 
後
に
あ
る
わ
け
で' 
:
:
:
武
帝
の
あ
こ
が
れ
た
神
仙
と
変
わ 
り
は
な
い
。
た
だ
、
 
違
っ
て
い
る
の
は
、
泰
山
と
か
黄
帝
の 
み
え
な
い
こ
と
で
、
あ
る
い
は
、
そ
の
点
が
、
斉
の
人
々
に 
よ
る
中
央
の
神
仙
思
想
と
は
異
な
っ
た
淮
南
神
仙
の
特
殊
性 
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
(
『淮
南
子
の
思
想
』
七
七
頁' 
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
九
年
、
 
講
談
社
、
一
九
九
二
年)
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武
帝
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
糾
合
が
な
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
公
王
帯 
の
「
明
堂
図
」
は
そ
の
流
れ
を
い
ち
早
く
つ
か
ん
で
か
た
ち
に
し 
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
て
封
禅
の
翌
年
、
都
と
そ
の
西
北
の
離
宮
に
、
ま
た
泰
山
下 
に
相
次
い
で
造
営
さ
れ
た
こ
れ
ら
建
築
物
群
は
、
不
死
登
倦
を
実 
現
す
る
た
め
に
最
後
に
欠
け
た­
要
件
、
神
人
を
致
す
た
め
に
設 
け
ら
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
地
上
に
君
臨
す
る
皇 
帝
の
絶
大
な
権
力
と
資
力
の
証
で
あ
り
、
天
へ
と
向
か
う
高
層
に 
し
て
巨
大
な
構
造
に
よ
っ
て
現
実
離
れ
し
た
景
観
を
呈
し
て
い
た 
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
努
力
が
い
か
に
並
外
れ
た
も
の
で
あ
っ 
た
と
し
て
も
、
神
の
眼
に
ど
う
映
る
か
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。
 
方
士
に
足
跡
が
発
見
さ
れ
、
臣
下
の
と
こ
ろ
ま
で
近
づ
い
て
き
て 
い
た
よ
う
で
は
あ
る
。
武
帝
本
人
に
も
、
太
室
山
と
泰
山
の
頂
上 
で
感
ず
る
と
こ
ろ
は
あ
り
、
怪
物
に
恐
懼
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
。 
し
か
し
与
え
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
神
が
応
じ
て
く
れ
る
こ
と
は 
つ
い
に
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
司
馬
遷
は
武
帝
の
側
近
く
で
一
部
始 
終
を
見
聞
き
し
、
史
家
の
視
点
か
ら
記
述
し
た
。
彼
が
方
士
に
対 
し
て
懐
疑
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
武
帝
が 
霊
応
の
確
信
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
(
二)
玄
宗
の
玄
元
皇
帝
降
現
を
め
ぐ
る
霊
応
の
事
象
は
、
主
に
臣
下
の
上
奏
文
に
よ
れ
ば
以
下
の
と
お
り
。
 
こ
れ
よ
り
さ
き
、
北
魏
の
神
瑞
二
年(
四
一
五)
道
士
寇
謙
之 
が
嵩
岳
山
頂
に
て
太
上
老
君
よ
り
授
戒
し
た
正
史
の
記
述
、
ま
た 
後
漢
の
漢
安
元
年(
一
四
二)
張
道
陵
が
蜀
の
鵠
鳴
山
に
て
太
上 
老
君
よ
り
授
戒
し
た
道
教
文
献
の
記
述
等
に
見
ら
れ
る
宗
教
的
事 
実
な
い
し
伝
承
は
、
さ
ら
に
溯
れ
ば
漢
の
武
帝
の
太
一
神
祭
祀
と 
崑
崙
山
信
仰
に
祖
型
を
認
め
得
る
。
福
永
氏
は
そ
う
述
べ
て
い
た 
(
「
道
教
に
お
け
る
天
神
の
降
臨
授
誡
—
そ
の
思
想
と
信
仰
の
源
流
—
」
 
『道
教
思
想
史
研
究
』
九
九
—
ー
〇
二
頁)
。
唐
朝
の
老
子
信
仰
は
こ 
れ
ら
の
流
れ
の
末
に
生
じ
る
。
唐
朝
受
命
の
際
、
老
君
は
終
南
山 
に
て
李
淳
風
に
、
羊
角
山
に
て
吉
善
行
に
託
宣
す
る
な
ど
、
降
臨 
の
話
が
相
次
い
だ
。
楼
観
道
士
岐
暉
は
老
君
子
孫
の
治
世
を
予
言
、
 
茅
山
道
士
王
遠
知
も
高
祖
受
命
を
預
言
す
る
な
ど
、
道
家
者
流
は 
王
朝
と
繫
が
り
を
求
め
た(
謝
守
瀕
『混
元
聖
紀
』
巻
ハ
『道
蔵
』
 
洞
神
部
譜
録
類
与
、
杜
光
庭
「
歴
代
崇
道
記
」
『全
唐
文
』
巻
九
三
三)
。
 
王
朝
の
方
で
も
同
姓
の
故
を
も
っ
て
李
耳
を
先
祖
と
し
、
太
上
老 
君
・
玄
元
皇
帝
の
加
護
に
よ
り
国
家
が
永
遠
に
保
た
れ
る
こ
と
を 
企
図
し
た
。
玄
宗
は
即
位
十
数
年
の
開
元
十
三
年(
七
二
五)
泰
山
に
封
し 
社
首
に
禅
し
た(
『旧
唐
書
』
巻
ハ
玄
宗
紀
上)
。
ま
た
『道
徳
経
』
 
の
注
と
疏
の
制
作
に
勤
し
み
、
同
二
十
年
(
七
三
二)
に
御
注
完
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成
(
『登
科
記
考
」
巻
七)
、
二
十
三
年(
七
三
五)
に
御
疏
と
併
せ 
て
天
下
に
頒
示
し
た(
『冊
府
元
亀
』
巻
五
三
帝
王
部
尚
黄
老
こ
。
 
遠
祖
老
子
に
対
す
る
尊
崇
は
こ
れ
を
機
縁
に
神
と
し
て
の
老
子
の 
信
仰
へ
と
た
か
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る(
吉
川
忠
夫
「唐
の
玄
宗
と
道 
教
」
『中
国
古
代
人
の
夢
と
死
』
平
凡
社
、
一
九
ハ
五
年)
。
 
か
く
て
同
二
十
九
年(
七
四
一)
閏
四
月
某
日
未
明
、
朝
の
お 
勤
め
中
ふ
と
眠
り
こ
ん
だ
玄
宗
の
夢
に
老
子
が
現
れ
、
そ
の
形
像 
の
存
在
と
興
慶
宮
で
の
相
見
を
預
言
し
た
。
牛
仙
客
「
皇
帝
夢
玄 
元
皇
帝
真
容
見
請
宣
示
中
外
奏
」
に
玄
宗
の
発
言
を
載
せ
て
言
う
。
 
:
:
:
朕
自
臨
御
已
来
、
向
卅
年
、
未
曾
不
四
更
初
即
起
、
具 
衣
服
、
礼
尊
容
、
蓋
所
為
蒼
生
祈
福
也
。
昨
十
数
日
前
、
因 
礼
謁
事
畢
之
後
、
曙
色
猶
未
分
、
端
坐
静
慮
、
有
若
仮
寐
、
 
忽
夢
見
一
真
容
。
云
「
吾
是
汝
遠
祖
。
吾
之
形
像
、
可
三
尺 
余
、
今
在
京
城
西
南
一
百
余
里
。
時
人
都
不
知
年
代
之
数
。
 
汝
但
遣
人
尋
求
、
吾
自
応
見
。
汝
当
慶
流
万
葉
、
享
祚
無
窮
。 
吾
自
度
其
時
、
今
合
与
汝
於
興
慶
中
相
見
。
汝
亦
当
有
大
慶
、
 
吾
猶
未
即
言
」
。
語
畢
。
覚
後
昭
然
、
若
有
所
覩
。
朕
因
即 
命
使
、
兼
令
諸
道
士
相
随
、
於
京
城
西
南
求
訪
、
果
於
整
屋 
県
楼
観
東
南
山
阜
間
、
迺
遇
真
容
。
一
昨
迎
到
、
便
於
興
慶 
宮
大
同
殿
安
置
、
瞻
覩
与
夢
中
無
異
者
。:
：
：
(
『全
唐
文
』
巻
三
〇
〇) 
真
容
が
言
わ
れ
る
に
は
、
「
わ
た
し
は
お
ま
え
の
遠
い
先
祖
で
あ 
る
。
わ
が
形
像
の
三
尺
あ
ま
り
の
も
の
が
い
ま
京
城
の
西
南
百
里 
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
当
世
の
ひ
と
は
ど
れ
ほ
ど
の
年
代
の
も 
の
か
誰
も
知
ら
な
い
。
お
ま
え
は
し
か
し
ひ
と
を
遣
っ
て
探
し
求 
め
さ
せ
る
な
ら
ば
、
わ
た
し
は
み
ず
か
ら
応
じ
て
現
れ
よ
う
。
お 
ま
え
は
さ
い
わ
い
が
万
代
に
お
よ
び
福
祿
を
う
け
る
こ
と
窮
ま
り 
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
た
し
は
み
ず
か
ら
そ
の
頃
合
を
は
か
り
、
い 
ま
に
き
っ
と
お
ま
え
と
興
慶
宮
に
て
相
見
え
よ
う
。
お
ま
え
に
は 
加
え
て
き
っ
と
お
お
き
な
さ
い
わ
い
が
あ
る
だ
ろ
う
が' 
わ
た
し 
は
ま
だ
す
ぐ
に
は
明
言
し
な
い
」
と
。
真
容
は
楼
観
山
間
に
発
見 
さ
れ
興
慶
宮
大
同
殿
に
安
置
さ
れ
た
。
帝
の
福
慶
が
内
外
に
宣
示
さ
れ
、
真
容
画
像
が
天
下
諸
州
の
開 
元
観
に
頒
布
さ
れ
る
と(
玄
宗
「令
写
玄
元
皇
帝
真
容
分
送
諸
道
幷
推 
恩
詔
」
『全
唐
文
』
巻
三
こ' 
同
年
ハ
月
に
は
陵
州
に' 
明
け
て
天 
宝
元
年
(
七
四
二)
正
月
に
は
首
都
長
安
に
、
玄
元
皇
帝
の
降
現 
が
奏
上
さ
れ
る
。
至
天
宝
元
年
正
月
癸
丑
、
陳
王
府
参
軍
田
同
秀
称
、
於
京 
永
昌
街
空
中
見
玄
元
皇
帝
、
以
「
天
下
太
平
、
聖
寿
無
疆
」
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之
言
伝
於
玄
宗
、
仍
云
、
桃
林
県
故
関
令
尹
喜
宅
傍
有
霊
宝 
符
。
発
使
求
之' 
十
七
日
、
献
於
含
元
殿
。
(
『旧
唐
書
』
巻
二
四
礼
儀
志
四) 
陳
王
府
参
軍
の
田
同
秀
が
、
京
都
の
永
昌
街
空
中
に
玄
元
皇
帝
を 
見
た
、
「
天
下
太
平' 
聖
寿
無
疆
」
の
こ
と
ば
を
玄
宗
に
伝
え
る 
よ
う
言
い
、
霊
符
の
存
在
を
告
げ
た
と
。
霊
符
は
そ
の
こ
と
ば
の 
と
お
り
函
谷
故
関
の
尹
喜
台
付
近
よ
り
出
土
し
、
含
元
殿
に
納
め 
ら
れ
た
。
改
元
の
年
号
に
符
合
す
る
「
天
宝
万
載
」
の
文
字
が
そ 
れ
に
は
認
め
ら
れ
た
。
同
年
二
月
、
長
安
太
寧
坊
と
洛
陽
積
善
坊
に
玄
元
皇
帝
廟
が
完 
成
。
太
白
山
白
石
の
玄
元
聖
容
が
設
え
ら
れ
、
玄
宗
聖
容
が
侍
立 
し
た
。
於
是
置
玄
元
廟
於
太
寧
坊
、
東
都
於
積
善
坊
旧
邸
。:
：
： 
九
月
、
両
京
玄
元
廟
改
為
太
上
玄
元
廟
、
天
下
準
此
。:
：
： 
二
年:
：:
三
月:
：:
西
京
玄
元
廟
為
太
清
宮
、
東
京
為
太
微 
宮
、
天
下
諸
州
為
紫
極
宮
。:
：:
三
載
三
月
、
両
京
及
天
下 
諸
郡
於
開
元
観
・
開
元
寺
、
以
金
銅
鋳
玄
元
(
当
作
「玄 
宗
」)
等
身
天
尊
及
仏
各
一
軀
。:
：:
初
、
太
清
宮
成' 
命 
工
人
於
太
白
山
採
白
石
、
為
玄
元
聖
容
、
又
採
白
石
為
玄
宗
聖
容' 
侍
立
於
玄
元
之
右
。 
(
同
上) 
両
京
及
び
諸
州
に
玄
元
廟
を
置
い
て
祭
祀
す
る
こ
と
、
崇
玄
学
を 
置
い
て
生
徒
に
老
荘
文
列
四
子
を
学
ば
せ
挙
送
す
る
こ
と
が' 
前 
年
正
月
に
下
詔
さ
れ
て
い
た(
玄
宗
「命
両
京
諸
路
各
置
玄
元
皇
帝 
廟
詔
」
『全
唐
文
』
巻
三
こ
。
同
一 
一
年(
七
四
三)
両
京
の
廟
は
太 
清
宮
、
太
微
宮
、
諸
州
は
紫
極
宮
と
改
称
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に 
も
像
設
は
、
同
三
載
(
七
四
四)
両
京
と
諸
郡
の
開
元
観
と
開
元 
寺
に
金
銅
の
玄
宗
等
身,
元
始
天
尊
・
仏
の
各
一
軀
を
鋳
し
た
。
 
ま
た
玄
元
皇
帝
に
同
二
年
、
尊
号
「
大
聖
祖
」
を
加
え
、
同
十 
三
載
(
七
五
四)
に
は
「
大
聖
祖
高
上
大
道
金
闕
玄
元
天
皇
大 
帝
」
を
上
る
(
『旧
唐
書
』
巻
九
玄
宗
紀
下)
。
こ
れ
は
「
天
皇
大 
帝
」
の
部
分
を
高
宗
の
諡
号
と
お
な
じ
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先 
祖
ひ
い
て
は
玄
宗
自
身
を
神
の
列
位
に
引
き
上
げ
し
め
よ
う
と
の 
意
図
に
基
づ
く
。
こ
う
し
て
そ
の
時
は
訪
れ
る
。
同
四
載
(
七
四
五)
正
月' 
玄 
宗
は
興
慶
宮
大
同
殿
に
て
黄
絹
に
し
た
た
め
た
詔
を
読
み
あ
げ
た 
と
き
、
文
書
は
舞
い
あ
が
り
、
空
中
に
「
聖
寿
延
長
」
の
声
を
聞 
い
た
(
『冊
府
元
亀
』
巻
五
四
帝
王
部
尚
黄
老
ニ)
。
同
夜
、
臣
下
も 
大
同
殿
に
嵩
山
の
薬
を
取
り
に
行
き
、
お
な
じ
く
声
を
聞
い
た
と 
い
う
。
中
書
門
下
「
賀
玄
元
皇
帝
霊
応
表
」
に
玄
宗
の
発
言
を
載
135
せ
て
言
う
。
:
:
:
朕
以
正
月
甲
子
日
、
為
万
姓
祈
福
。
初
登
壇
時
、
疾
風 
甚
勁
。
及
行
事
之
際
、
則
恬
然
清
謐
。
又
朕
親
撰
黄
素
文
、
 
置
壇
所
案
上
、
竭
誠
陳
請
、
須
臾
騰
空
、
飛
上
空
中
。
復
聞 
有
言
、
報
朕
休
徴
、
論
蒼
生
福
慶
。
及
行
礼
事
畢
、
又
風
起 
如
初
。
朕
近
於
嵩
山
所
錬
薬
成
、
其
時
亦
置
於
壇
側
。
及
夜
、
 
左
右
方
欲
收
薬
、
又
空
中
聞
語
「
諸
霊
官
雖
已
赴
大
同
殿
、
 
其
薬
且
未
須
收
、
此
自
監
守
」
。
言
声
甚
厲
。
其
左
右
祗
承 
及
道
士
等
、
聞
者
莫
不
驚
悚
。
以
達
曙
之
後
、
乃
收
其
薬
。
 
:
:
:
 
(
『全
唐
文
』
巻
九
六
二) 
「
朕
は
正
月
六
日
、
万
姓
に
福
を
祈
っ
た
。
登
壇
し
た
と
き
、
強 
い
風
が
吹
い
た
。
行
事
の
と
き
に
な
る
と
、
静
か
で
あ
っ
た
。
ま 
た
朕
が
親
し
く
黄
素
の
詔
を
撰
し
、
壇
の
案
上
に
置
き
、
心
を
こ 
め
て
誓
願
を
な
し
た
と
き
、
急
に
舞
い
あ
が
り
、
空
中
に
飛
ん
だ
。
 
ま
た
こ
と
ば
が
聞
こ
え' 
朕
の
休
徴
を
つ
げ
、
蒼
生
の
福
慶
を
述 
べ
て
い
た
。
礼
を
行
う
事
が
終
わ
る
と' 
ま
た
風
が
吹
い
て
当
初 
の
よ
う
だ
っ
た
。
朕
が
ち
か
ご
ろ
嵩
山
で
錬
成
し
て
い
た
薬
が
で 
き
あ
が
り
、
そ
の
時
に
も
ま
た
壇
の
そ
ば
に
置
い
て
い
た
。
夜
に 
な
り
、
左
右
の
侍
臣
が
ち
ょ
う
ど
薬
を
収
め
に
行
く
と
、
ま
た
空
中
に
こ
と
ば
が
聞
こ
え
、
『諸
仙
官
が
大
同
殿
に
赴
か
れ
た
と
は 
い
え
、
そ
の
薬
は
し
ば
ら
く
持
ち
帰
る
に
は
及
ば
な
い
、
こ
こ
に 
み
ず
か
ら
見
守
っ
て
い
る
』
と
。
言
う
声
は
と
て
も
激
し
か
っ
た
。 
左
右
の
侍
臣
と
道
士
ら
、
聞
い
た
者
た
ち
み
な
驚
き
震
え
た
。
朝 
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
薬
を
持
ち
帰
っ
た
。:
：:
」
と
。
玄
宗
は 
確
信
す
る
。
こ
の
霊
な
る
あ
ら
わ
れ
は
ま
こ
と
の
こ
と
で
あ
る
。 
帝
の
霊
応
が
内
外
に
宣
示
さ
れ
る
と
、
二
月
、
崇
玄
館
学
士
門 
下
侍
郎
の
陳
希
烈
が
奏
上
、
太
清
宮
道
士
蕭
従
一
が
玄
元
降
現
を 
目
撃
し
た
と
。
陳
希
烈
「
道
士
蕭
従
一
見
玄
元
皇
帝
奏
」
に
言
う
。
 
:
:
:
太
清
宮
道
士
蕭
従
一
云
、
今
日
五
更
、
欲
於
殿
上
焚
香
、
 
行
至
三
清
門
、
忽
有
一
片
紫
雲
従
空
下
、
兼
有
異
常
音
楽
。
 
忽
然
如
夢
、
身
心
驚
駭
、
見
空
中
有
異
人' 
兼
仙
童
玉
女
。
 
謂
従
者
日
「
我
是
玄
元
皇
帝' 
可
報
吾
孫
、
汝
是
上
界
真
人
、
 
令
侍
吾
左
右
。
吾
冥
使
天
匠
就
助
、
成
就
訖
、
長
衛
護
汝
、
 
受
命
無
疆
、
災
害
自
除
、
天
下
安
楽
」
。
言
訖
、
随
雲
気
便 
入
殿
門
。:
：:
伏
惟
陛
下:
：:
置
玉
石
真
容
、
侍
聖
祖
左
右
。
 
仙
薬
(
『全
唐
文
』
作
「楽
」
、
今
拠
『冊
府
元
亀
』
巻
五
四
改) 
下
慶
、
天
将
助
成:
：:
。
空
中
有
語
、
所
報
非
常
。
言
聖
寿 
之
延
長
、
億
万
載
之
無
極
。:
：
：
(
『全
唐
文
』
巻
三
四
五)
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蕭
従
一
の
証
言
に
、
今
朝
お
勤
め
に
行
く
途
中
、
太
清
宮
三
清
門 
の
あ
た
り
で
空
中
に
異
人
を
見
た' 
仙
童
，
玉
女
を
連
れ
て
い
た
。 
伝
言
し
て
「
わ
た
し
は
玄
元
皇
帝
で
あ
る
、
わ
が
子
孫
に
伝
え
よ
、
 
お
ま
え
は
天
上
界
の
真
人
で
あ
り
、
わ
が
左
右
に
侍
せ
し
め
る
準 
備
が
整
っ
て
い
る
。
わ
た
し
は
ひ
そ
か
に
天
の
匠
に
助
け
を
な
す 
よ
う
言
い
つ
け
て
お
り' 
完
成
の
暁
に
は
、
お
ま
え
を
と
こ
し
え 
に
衛
護
し
受
命
無
疆
、
災
害
は
除
か
れ
天
下
は
安
楽
な
ら
ん
」 
云
々
と
。
陳
希
烈
が
畳
み
か
け
て
言
う
。
「
陛
下
は
玉
石
の
真
容 
を
置
き
、
聖
祖
の
左
右
に
侍
せ
ら
れ
た
。
仙
薬
は
め
で
た
く
賜
り
、
 
天
助
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。
空
中
に
こ
と
ば
が
有
り
、
常
な
ら
ぬ 
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
聖
寿
の
延
長
す
る
こ
と
、
億
万
歳
の
極
ま 
り
な
き
こ
と
を
」
。
太
清
宮
に
玄
元
聖
容
に
隣
し
て
玄
宗
聖
容
を 
置
い
た
こ
と
と' 
神
仙
世
界
で
真
人
と
し
て
老
君
の
側
に
侍
る
こ 
と
が
照
応
す
る
か
た
ち
で
述
べ
ら
れ
る
。
老
子
夢
見
に
端
を
発
し 
た
物
語
は
、
い
ま
完
成
に
向
け
て
用
意
周
到
な
準
備
の
も
と
に
語 
ら
れ
る
。
詳
細
は
拙
論
「
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
皿
」(
『大
谷 
大
学
研
究
年
報
』
第
六
ハ
集
、
二
〇
一
六
年)
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。 
漢
の
武
帝
と
唐
の
玄
宗
は
両
大
帝
国
の
国
力
が
頂
点
に
達
し
た 
時
代
の
英
主
と
し
て
併
称
さ
れ
る
。
若
く
し
て
帝
位
に
即
き
在
位 
は
そ
れ
ぞ
れ
五
十
年
に
前
後
す
る
。
と
も
に
宗
教
に
い
れ
あ
げ
不
老
長
生
を
願
い
、
晩
年
に
は
そ
れ
が
昂
じ
周
囲
を
巻
き
こ
ん
で
、
 
宗
教
政
策
は
常
軌
を
逸
し
た
様
相
を
呈
し
て
ゆ
く
。
元
鼎
元
封
間 
と
開
元
天
宝
の
際
と
、
ふ
た
つ
の
時
代
は
両
皇
帝
の
信
仰
が
過
熱 
し
た
、
 
極
め
て
似
た
状
況
の
よ
う
に
映
る
。
そ
れ
ぞ
れ
宗
教
施
設 
を
建
て
、
儀
式
祭
祀
の
な
か
で
神
を
招
来
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の 
仕
方
に
時
代
の
隔
た
り
に
よ
る
違
い
は
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
差 
異
を
越
え
て
両
者
の
間
に
は
ひ
と
つ
の
筋
道
が
通
じ
て
い
る
。
李 
少
君
の
述
べ
た
、
竈
の
神
を
祀
れ
ば
物
を
致
し
、
物
を
致
せ
ば
丹 
沙
は
化
し
て
黄
金
と
す
べ
く
、
黄
金
の
器
で
飲
食
す
れ
ば
長
寿
と 
な
り
、
長
寿
と
な
れ
ば
蓬
萊
神
傳
に
会
う
こ
と
が
か
な
い
、
神
倦 
に
会
い
封
禅
す
れ
ば
不
死
と
な
る
、
と
い
う
。
『淮
南
子
』
に
よ 
れ
ば
、
崑
崙
か
ら
涼
風
、
懸
圃
、
上
天
へ
と
上
層
に
遷
る
に
従
っ 
て
不
死
、
霊
、
神
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り' 
物
質
的
要
素
が 
脱
落
し
て
い
く
か
に
見
え
る
が
、
武
帝
の
取
組
み
は
、
神
龍
と
わ 
れ
わ
れ
の
世
界
の
間
に
天
馬
を
媒
介
さ
せ
る
よ
う
に
、
見
え
ぬ
神 
に
か
た
ち
を
与
え
る
こ
と
、
神
物
を
可
視
化
し
い
わ
ば
物
質
化
し 
て
わ
れ
わ
れ
の
側
に
引
き
入
れ
る
試
み
で
あ
る
と
も
う
け
と
れ
る
。
 
こ
れ
に
較
べ
る
と
玄
宗
の
取
組
み
は
聖
典
化
し
た
老
子
の
テ
キ
ス 
ト
を
介
し
、
そ
の
読
解
に
よ
っ
て
探
求
さ
れ
る
境
地
へ
と
内
面
化 
し
た
、
精
神
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
転
じ
た
も
の
と
見
え
る
か
も
し 
れ
な
い
。
ま
た
降
現
し
た
玄
元
皇
帝
の
言
を
め
ぐ
る
解
釈
に
見
る
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よ
う
に
、
こ
ち
ら
側
の
世
界
に
偶
像
を
建
て
る
一
方
で
、
向
こ
う 
側
の
神
仙
世
界
が
想
定
さ
れ' 
こ
の
二
重
化
さ
れ
た
平
行
世
界
に 
お
い
て
不
死
登
倦
が
は
か
ら
れ
る' 
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
も
よ 
り
洗
練
さ
れ
た
解
決
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
大
同
殿
霊
応
に
嵩 
山
所
錬
の
薬
が
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
こ
の
間
に
進
展 
し
た
錬
薬
の
成
果
が
必
須
の
要
件
と
し
て
関
与
し
て
い
る
の
で
あ 
り
、
武
帝
に
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
体
験
が
、
お
そ
ら
く 
は
薬
物
の
効
果
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
点
で
、
こ
れ
も
物
質
的
解 
決
が
追
求
さ
れ
た
こ
と
の
成
果
で
あ
る
。
永
遠
の
寿
は
嵩
山
の
薬 
の
効
能
に
よ
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
玄
宗
朝
の
時
代
風
潮
が
制
作
に
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
か
。
時 
代
と
作
品
に
つ
い
て
考
え
る
と
こ
ろ
を
付
し
て
結
び
と
す
る
。 
斉
の
方
士
は
稷
下
の
鄒
衍
に
由
来
す
る
と
い
う
。
鄒
衍
の
学
説 
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
説
き
起
こ
し
未
知
の
こ
と
へ
敷
衍
す
る\ 
そ
の
け
た
外
れ
の
規
模
に
、
聞
く
者
を
茫
然
自
失
さ
せ
た
と
い
う 
が
、
確
か
に
方
士
の
気
宇
壮
大
ま
た
は
荒
唐
無
稽
、
か
つ
迂
遠
な 
論
法
は
、
亜
流
と
し
て
の
名
残
を
遺
す
。
李
少
君
の
言
は
、
竈
の 
神
を
致
し
丹
沙
を
化
す
る
こ
と
ま
で
は
で
き
そ
う
で
あ
り
、
し
か 
し
黄
金
煉
成
の
最
終
段
階
は
ど
う
し
て
も
成
功
し
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
言
説
が
ひ
と
を
魅
了
す
る
の
は' 
ひ
と
え
に
わ
が 
-
身
の
生
命
に
か
か
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
公
孫
卿
の
話
も
、
 
迎
え
の
龍
が
ひ
げ
を
垂
れ
る
さ
ま
や' 
す
が
っ
た
臣
下
が
ひ
げ
も 
ろ
と
も
「
落
っ
こ
ち
る
」
な
ど' 
デ
ィ
テ
ー
ル
に
妙
な
生
動
感
を 
も
っ
て
訴
え
か
け
る
も
の
が
あ
り
、
話
の
で
き
や
語
り
そ
の
も
の 
の
秀
逸
さ
を
見
落
と
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
始
皇
帝
に
語
っ
た 
方
士
の
蓬
萊
の
説
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
此
三
神
山
者
、
其
伝
(
封
禅
書
作
「
傅
」
、
 
今
拠
『漢
書
』
郊 
祀
志
上
改)
在
勃
海
中
、
去
人
不
遠' 
患
且
至
、
則
船
風
引 
而
去
。
蓋
嘗
有
至
者
、
諸
倦
人
及
不
死
之
薬
皆
在
焉
。
其
物 
禽
獣
尽
白
、
而
黄
金
銀
為
宮
闕
。
未
至
、
望
之
如
雲
、
及
到
、
 
三
神
山
反
居
水
下
。
臨
之
、
風
輒
引
去
、
終
莫
能
至
云
。
(
『史
記
』
封
禅
書
、
『漢
書
』
郊
祀
志
上) 
「
こ
の
三
神
山
は
、
渤
海
中
に
あ
る
と
伝
え
ら
れ' 
人
界
か
ら
遠 
く
は
な
い
が
、
難
儀
な
の
は
ま
さ
に
着
こ
う
と
す
る
と
、
船
が
風 
で
引
き
離
さ
れ
る
こ
と
だ
。
思
う
に
か
つ
て
行
き
着
い
た
者
が
あ 
り
、
諸
倦
人
お
よ
び
不
死
の
薬
は
み
な
あ
る
の
だ
。
そ
こ
に
あ
る 
も
の
や
鳥
獣
は
み
な
白
く
、
金
や
銀
で
宮
闕
を
つ
く
っ
て
い
る
。 
ま
だ
着
か
な
い
う
ち
は
、
遠
望
す
る
と
雲
の
よ
う
で' 
行
き
着
い
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て
み
る
と
三
神
山
は
か
え
っ
て
水
面
下
に
あ
る
。
こ
れ
に
近
づ
く 
と
、
風
が
引
き
離
し
、
結
局
行
き
着
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い 
う
」
。
三
神
山
は
不
可
求
の
も
の
を
求
め
る
こ
と
永
遠
の
生
を
追 
求
す
る
こ
と
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
夢
に
始
ま
る
玄
宗
霊
応
の
デ
ィ
ス 
ク
ー
ル
は' 
こ
れ
も
斉
の
方
士
以
来
の
流
儀
を
踏
む
こ
と
が
今
更 
な
が
ら
気
づ
か
れ
る
。
話
の
要
点
は
、
「
大
同
殿
で
相
見
え
よ
う
」 
と
い
う
老
子
夢
告
の
内
容
が
、
大
同
殿
空
中
に
天
声
を
聞
く
と
い 
う
か
た
ち
で
実
現
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
う
し
て
現
実 
と
虚
構
を
分
か
つ
闕
は
踏
み
越
え
ら
れ
、
こ
の
世
界
が
神
仙
世
界 
に
侵
食
さ
れ
る
か
の
様
相
を
呈
す
る
。
山
頂
に
趣
く
ま
で
も
な
く
、
 
い
ま
や
長
安
の
ほ
う
ぼ
う
が
玄
元
降
現
の
あ
ら
た
か
な
場
所
と
な 
っ
た
。
も
と
は
帝
の
方
寸
に
発
し
た
こ
と
な
が
ら
、
宰
臣
や
道
士 
か
ら
庶
人
に
至
る
ま
で
み
な
が
参
加
し
、
 
世
を
挙
げ
て
物
語
を
紡 
い
で
ゆ
く
。
そ
れ
は
強
い
感
染
力
を
も
ち
、
次
第
に
膨
れ
あ
が
っ 
て
、
わ
れ
わ
れ
が
知
る
現
実
と
は
違
う
、
 
も
う
ひ
と
つ
別
の
現
実 
を
か
た
ち
づ
く
る
。
あ
た
か
も
共
同
で
見
る
夢
の
よ
う
に
。
そ
れ 
は
一
種
の
詐
術
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
帝 
に
ひ
と
を
欺
こ
ゝ
っ
と
す
る
意
図
が
あ
る
は,
ず
も
な
く'
あ
る
と
す 
れ
ば
方
士
の
説
や
黄
老
の
言
に
含
ま
れ
て
い
た
、
 
そ
も
そ
も
の
種 
子
が
発
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
生
へ
の
執
着
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
「
永
遠
の
生
」
へ
の
あ
こ
が
れ' 
そ
れ
を
追
求
す
る
術
と
し
て
。
 
不
可
求
の
生
を
求
め
る
、
 
そ
の
一
環
を
な
す
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
あ 
る
。こ
う
し
た
世
相
が
李
白
の
詩
作
に
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
か
。
 
制
作
の
中
核
を
な
す
楽
府
・
歌
行
を
例
に
見
て
お
こ
う
。
楽
府
に
は
「
飛
龍
引
」
「
天
馬
歌
」
と
い
う
、
漢
武
帝
の
故
事 
に
取
材
し
た
作
が
あ
る
。
「
飛
龍
引
」
二
首
は
黄
帝
登
傳
の
話
に 
基
づ
く
。
其
一
は
黄
帝
が
鼎
を
鋳
、
龍
に
騎
り
昇
天
し
、
お
供
の 
宮
女
が
手
を
振
り
楽
し
げ
な
さ
ま
を
言
う
。
其
二
は
鼎
湖
の
流
水 
に
始
ま
り
、
後
宮
の
美
女
が
お
供
し
て
天
関
に
至
り
、
薬
方
を
授 
か
つ
て
長
生
す
る
内
容
と
な
る
。
(
其
一)
黄
帝
鋳
鼎
於
荊
山
、
錬
丹
砂
。
丹
砂
成
黄
金
、
騎 
龍
飛
去
太
上
家
。:
：:
宮
中
綵
女
顔
如
花
、
飄
然
揮
手
凌
紫 
霞
、
従
風
縦
体
登
鑿
車
。:
：:
遨
遊
青
天
中
、
其
楽
不
可
言
。
 
(
其
二)
鼎
湖
流
水
清
且
閑
。:
：:
後
宮
婵
娟
多
花
顔
、
乗 
鸞
飛
煙
亦
不
還
、
騎
龍
攀
天
造
天
関
。:
：:
紫
皇
乃
賜
白
兔 
所
攜
之
薬
方
、
後
天
而
老
凋
三
光
。
下
視
瑤
池
見
王
母
、
蛾 
眉
蕭
颯
如
秋
霜
。 
(
『李
太
白
文
集
』
巻
三)
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其
­
「
黄
帝
は
荊
山
で
鼎
を
鋳
造
し
、
丹
砂
を
錬
成
し
た
。
丹
砂 
は
黄
金
と
な
り
、
龍
に
騎
っ
て
天
上
の
仙
人
の
家
へ
と
飛
び
去
っ 
た
。
宮
中
の
美
女
は
花
の
よ
う
な
顔
。
ひ
ら
り
と
手
を
ふ
り 
紫
の
か
す
み
を
越
え' 
風
に
ま
か
せ
身
も
軽
や
か
に
塑
の
車
に
乗 
る
。:
：:
青
い
空
の
な
か
を
自
由
に
駆
け
回
る
、
そ
の
楽
し
さ
は 
言
う
こ
と
が
で
き
ぬ
ほ
ど
」
。
其
二
「
鼎
湖
に
流
れ
る
水
は
清
ら 
か
で
し
ず
か
。:
：:
後
宮
の
あ
で
や
か
な
女
性
は
花
の
よ
う
な
顔 
ば
か
り
、
鸞
車
に
乗
り
煙
を
引
い
て
行
っ
た
き
り
還
ら
な
い
、
龍 
に
ま
た
が
り
天
に
よ
じ
登
り
天
の
門
に
到
達
す
る
。:
：:
紫
皇
は 
そ
こ
で
白
兔
が
搗
く
薬
の
製
法
を
教
え
て
く
れ
、
天
よ
り
も
ゆ
っ 
く
り
と
老
い
て
日
月
星
辰
よ
り
長
生
き
す
る
。
下
に
崑
崙
の
瑤
池 
を
視
た
と
こ
ろ
西
王
母
が
見
え
た
が
、
美
し
い
は
ず
の
蛾
眉
も
さ 
び
し
い
さ
ま
で
秋
の
霜
の
よ
う
だ
っ
た
」
。
李
白
は
黄
帝
登
傳
の
話
を
、
宮
中
の
美
女
に
フ
オ
ー
カ
ス
し
て 
ふ
く
ら
ま
せ
、
天
か
ら
崑
崙
西
王
母
の
す
さ
ん
だ
さ
ま
を
覗
く
な 
ど
、
特
色
あ
る
展
開
を
見
せ
る
。
そ
れ
が
詠
ま
れ
た
周
囲
の
状
況 
を
問
わ
ず
と
も
、
楽
府
と
し
て
独
立
し
た
作
品
世
界
を
か
た
ち
づ 
く
る
。
詹
鏤
は
繫
年
せ
ず
遊
仙
の
作
と
し
て
「
李
白
楽
府
集
説
」 
(
『李
白
詩
文
繫
年
』)
に
配
し
た
。
安
旗
『李
白
全
集
編
年
注
釈
』 
が
天
宝
二
年(
七
四
三)
翰
林
供
奉
の
時
に
懸
け
る
の
は
、
宮
中 
美
女
に
実
景
の
反
映
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
天
馬
歌
」
は
漢
「
郊
祀
歌
」
の
「
天
馬
」
に
基
づ
く
。
月
支 
の
窟
に
出
で
た
馬
が
崑
崙
に
駆
け
あ
が
り
、
「
天
馬
呼
ん
で' 
飛 
龍
趨
る
」
そ
の
躍
動
を
活
写
す
る
が
、
後
半
は
中
道
に
棄
て
ら
れ 
て
君
軒
を
恋
う
、
自
身
の
現
況
を
寄
寓
し
た
内
容
と
な
る
。
 
天
馬
来
出
月
支
窟
、
背
為
虎
文
龍
翼
骨
。:
：:
騰
崑
崙
、
 
歴
西
極
、
四
足
無
一
蹶
。:
：:
天
馬
呼
、
飛
龍
趨
。
目
明
長 
庚
臆
双
鳧' 
尾
如
流
星
首
渴
烏
、
口
噴
紅
光
汗
溝
珠
。
曾
陪 
時
龍
躍
天
衢
、
羈
金
絡
月
照
星
都
。:
：:
天
馬
奔
、
恋
君
軒
。
 
棘
躍
驚
矯
浮
雲
翻
。
万
里
足
圖
躅
、
遙
瞻
閭
闔
門
。:
：:
伯 
楽
剪
払
中
道
遺
、
少
尽
其
力
老
棄
之
。:
：:
請
君
贖
献
穆
天 
子
、
猶
堪
弄
影
舞
瑤
池
。 
(
同
上) 
「
天
馬
は
月
氏
の
洞
窟
か
ら
出
て
き
た
、
背
に
は
虎
の
文
様' 
龍 
の
翼
の
骨
格
。:
：:
崑
崙
に
駆
け
あ
が
り
、
西
の
は
て
を
経
て' 
四
つ
足
は
び
く
と
も
し
な
い
。:
：:
天
馬
が
よ
び
、
飛
龍
が
ゆ
く
。
 
目
は
金
星
の
輝
き
胸
は
二
羽
の
か
も
、
尾
は
彗
星
の
よ
う
で
頭
は 
ポ
ン
プ
の
か
た
ち
、
口
は
赤
い
ひ
か
り
を
吐
き
汗
の
み
ぞ
に
真
珠 
が
流
れ
る
。
か
つ
て
は
わ
が
御
代
の
龍
に
お
供
し
て
天
の
路
に
躍 
り
あ
が
り
、
金
の
お
も
が
い
は
星
の
都
を
照
ら
し
た
。:
：:
天
馬 
が
は
し
り
、
君
が
御
車
を
し
た
う
。
く
つ
わ
を
引
き
締
め
れ
ば
驚
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い
て
首
を
あ
げ
、
浮
雲
が
ひ
る
が
え
る
。
万
里
の
馬
も
た
ち
も
と 
お
り
、
は
る
か
に
天
の
門
を
眺
め
る
。:
：:
伯
楽
が
世
話
を
し
て 
く
れ
た
が
中
途
で
遺
棄
さ
れ
、
若
い
と
き
力
の
限
り
を
尽
く
し
た 
が
年
老
い
て
見
捨
て
ら
れ
た
。:
：:
ど
う
か
あ
な
た
が
買
い
戻
し 
て
穆
天
子
に
献
上
し
て
く
れ
る
よ
う
、
い
ま
な
お
す
が
た
を
は
せ 
て
崑
崙
の
瑤
池
に
舞
う
こ
と
は
で
き
る
」
。
こ
ち
ら
の
作
は
、
漢
「
郊
祠
歌
」
の
措
辞
を
踏
ま
え
つ
つ
、
 
天 
馬
に
自
身
を
比
況
す
る
手
法
を
採
る
。
内
容
は
疾
駆
す
る
馬
の
力 
動
的
形
姿
か
ら
、
後
半
に
は
零
落
し
た
自
己
の
陳
述
に
転
じ
、
引 
立
て
を
求
め
る
趣
旨
に
帰
着
す
る
。
安
氏
は
長
流
赦
免
後
の
干
謁 
の
作
と
し
て
上
元
元
年(
七
六
〇)
に
懸
け
た
。
昇
天
登
仙
の 
テ
ー
マ
は' 
こ
こ
で
は
寓
意
に
よ
り
自
己
の
身
世
の
問
題
へ
と
矮 
小
化
さ
れ
て
い
る
。
歌
行
に
は
「
西
岳
雲
台
歌
送
丹
丘
子
」
「
夢
遊
天
姥
吟
留
別
」 
と
い
う
、
登
仙
，
遊
仙
を
主
題
と
し
た
作
が
あ
る
。
歌
行
は
話
者 
の
現
状
を
作
中
に
映
し
だ
し
、
楽
府
に
比
し
て
時
代
状
況
と
の
か 
か
わ
り
を
考
え
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。
前
者
「
西
岳
雲
台
歌
送 
丹
丘
子
」
は
華
山
雲
台
峰
の
偉
容
を
描
き
、
そ
こ
に
住
ま
う
不
死 
の
仙
人
と
し
て
友
人
元
丹
丘
を
登
場
さ
せ
る
。
西
岳
序
蝶
何
壮
哉
、
黄
河
如
絲
天
際
来
。:
：:
栄
光
休
気
紛
五
彩
、
千
年
一
清
聖
人
在
。:
：:
三
峯
却
立
如
欲
摧
、
翠 
崖
丹
谷
高
掌
開
。:
：:
雲
台
閣
道
連
窈
冥
、
中
有
不
死
丹
丘 
生
。:
：:
我
皇
手
把
天
地
戸
、
丹
丘
談
天
与
天
語
。
九
重
出 
入
生
光
輝
、
東
求
蓬
萊
復
西
帰
。
玉
漿
儻
恵
故
人
飲
、
騎
二 
茅
龍
上
天
飛
。 
(
同
巻
六) 
「
西
岳
は
高
く
聳
え
な
ん
と
勢
い
さ
か
ん
な
こ
と
、
黄
河
は
糸
の 
よ
う
に
天
の
際
か
ら
や
っ
て
く
る
。:
：:
は
え
あ
る
光
め
で
た
い 
気
は
色
鮮
や
か
に
ま
じ
り
、
千
年
に
い
ち
ど
澄
み
き
る
と
聖
人
が 
現
れ
る
。
三
つ
の
峰
は
そ
り
返
っ
て
い
ま
に
も
砕
け
そ
う
、
 
み
ど
り
の
崖
あ
か
い
谷
に
高
い
手
の
ひ
ら
が
開
く
。:
：:
雲
台
の 
渡
り
廊
下
は
奥
深
い
と
こ
ろ
へ
と
通
じ
、
中
に
は
不
死
の
丹
丘
生 
が
い
る
。:
：:
わ
が
皇
帝
は
お
ん
手
に
天
地
の
扉
を
握
ら
れ
、
丹 
丘
は
天
の
こ
と
を
語
っ
て
天
子
と
話
す
る
。
宮
中
九
重
の
門
に
出 
入
り
し
て
輝
く
ば
か
り
、
東
に
蓬
萊
を
た
ず
ね
ま
た
西
に
帰
っ
て 
く
る
。
玉
の
液
が
友
の
よ
し
み
で
飲
ま
せ
て
も
ら
え
る
な
ら' 
二 
つ
の
茅
の
龍
に
の
り
天
へ
飛
び
あ
が
ろ
う
」
。
元
丹
丘
は
李
白
と
と
も
に
玉
真
公
主
に
よ
り
推
薦
さ
れ
た
人
物
。
 
天
地
の
戸
を
握
る
玄
宗
と
語
ら
い
、
宮
中
に
出
入
し
蓬
萊
を
求
め 
て
還
っ
て
く
る
。
玉
漿
を
恵
ん
で
く
れ
た
な
ら
、
と
も
に
龍
に
騎 
っ
て
天
へ
昇
ろ
う
、
と
い
う
。
こ
う
し
た
内
容
か
ら
、
翰
林
供
奉
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時
、
天
宝
二
年
作
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
元
丹
丘
の
仙
人 
と
し
て
の
佇
ま
い
や
服
薬
登
仙
の
内
容
は
、
玄
元
降
現
の
喧
伝
さ 
れ
る
時
代
状
況
に
お
い
て
い
か
に
も
色
褪
せ
た
も
の
と
映
る
。
歌 
行
は
こ
の
時
代
の
「
現
実
」
が
拠
っ
て
立
つ
虚
構
を
も
映
し
だ
し 
て
し
ま
ゝ
つ
、
と
い
、っ
こ
と
だ
ろ
ゝ
つ
。
後
者
「
夢
遊
天
姥
吟
留
別
」
は
題
注
に
「
一
作
別
東
魯
諸
公
」 
と
あ
り
、
離
京
後
に
暫
く
居
を
置
い
た
東
魯
を
離
れ
る
際
の
作
。
 
天
宝
五
載
(
七
四
六)
に
懸
け
ら
れ
る
。
船
乗
り
語
る
瀛
洲
の
煙 
濤
微
茫
た
る
さ
ま
を
枕
に
、
あ
こ
が
れ
の
江
南
へ
、
夢
中
の
事
前 
遊
行
が
語
ら
れ
る
。
海
客
談
瀛
洲
、
煙
濤
微
茫
信
難
求
。
越
人
語
天
姥
、
雲
霓 
明
滅
或
可
覩
。:
：:
我
欲
因
之
夢
呉
越
、
一
夜
飛
度
鏡
湖
月
。
 
:
:
:
脚
著
謝
公
屐
、
身
登
青
雲
梯
。:
：:
列
缺
霹
靂
、
丘
巒 
崩
摧
。
洞
天
石
扇' 
匐
然
中
開
。
青
冥
浩
蕩
不
見
底' 
日
月 
照
耀
金
銀
台
。
霓
為
衣
兮
鳳
為
馬
、
雲
之
君
兮
紛
紛
而
来
下
。
 
虎
鼓
瑟
兮
鸞
回
車' 
仙
之
人
兮
列
如
麻
。
忽
魂
悸
以
魄
動
、
 
悅
驚
起
而
長
嗟
。
惟
覚
時
之
枕
席
、
失
向
来
之
煙
霞
。:
：
： 
且
放
白
鹿
青
崖
間
、
須
行
即
騎
訪
名
山
。:
：
：(
同
巻
一
三)
「
船
乗
り
は
瀛
洲
に
つ
い
て
話
す
、
け
む
る
波
濤
が
ぼ
う
と
し
て 
ま
こ
と
に
探
し
求
め
が
た
い
と
。
越
人
は
天
姥
山
に
つ
い
て
語
る
、
 
雲
や
虹
が
ひ
ら
め
き
あ
る
い
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ぬ 
と
。:
：:
わ
た
し
は
こ
れ
に
よ
り
呉
越
の
地
を
夢
に
見
た
い
と
思 
い
、
あ
る
夜
、
月
の
照
る
鏡
湖
を
飛
ん
で
渡
っ
た
。:
：:
脚
に
謝 
公
考
案
の
下
駄
を
は
き
、
身
体
は
雲
の
き
ざ
は
し
を
登
っ
て
ゆ
く
。 
:
:
:
走
る
稲
妻
に
轟
く
雷
鳴
、
小
山
が
崩
れ
さ
る
。
洞
天
の
岩
戸 
は
、
轟
音
と
と
も
に
ぼ
っ
か
り
と
開
く
。
あ
お
暗
く
ひ
ろ
び
ろ
と 
し
て
底
が
見
え
ず
、
日
と
月
が
金
銀
の
う
て
な
を
照
り
輝
か
せ
て 
い
る
。
虹
を
ま
と
い
鳳
凰
に
ま
た
が
り
、
雲
の
君
が
夥
し
い
数
を 
な
し
て
降
り
て
く
る
。
虎
が
瑟
を
弾
き
鸞
が
車
を
走
ら
せ
、
神
仙 
の
人
が
ご
た
ご
た
と
列
を
な
し
て
い
る
。
咄
嗟
の
こ
と
で
魂
が
震 
え
、
あ
っ
と
驚
い
て
ふ
う
っ
と
た
め
息
を
つ
く
。
た
だ
目
覚
め
の 
寝
床
が
あ
る
ば
か
り
、
い
ま
し
が
た
の
け
む
り
は
失
せ
て
い
た
。 
:
:
:
し
ば
ら
く
白
い
鹿
を
青
い
崖
の
あ
た
り
に
放
ち
、
行
く
と
な 
れ
ば
こ
れ
に
ま
た
が
っ
て
名
山
を
訪
ね
る
と
し
ょ
う
。:
：:
」 
天
姥
へ
の
接
近
は
中
途
で
洞
天
の
岩
戸
が
開
い
て
、
な
か
に
群 
仙
の
夥
し
い
降
臨
を
目
撃
、
あ
っ
と
驚
い
て
目
が
覚
め
る
。
こ
こ 
よ
り
去
り
名
山
を
訪
お
う
と
。
こ
う
し
た
内
容
に
、
神
と
の
交
流 
を
も
と
と
し
た
王
朝
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
脱
却
し' 
覚
醒
し
て 
ゆ
く
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
作
品
は
本
来
の
夢
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幻
性
を
恢
復
し
、
豊
饒
な
こ
の
生
の
意
味
を
喚
起
す
る
。
 
不
死
登
傳
を
願
い
神
と
の
接
触
を
試
み
る
武
帝
の
記
事
は
、
司 
馬
遷
の
眼
を
と
お
す
こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
と
し
て 
あ
り
得
る
こ
と
と
し
て
、
歴
史
記
述
の
な
か
に
所
を
得
る
。
わ
れ 
わ
れ
は
こ
れ
に
拠
っ
て
読
み
進
め
、
事
態
を
了
解
す
る
こ
と
が
で 
き
る
。
対
し
て
玄
宗
の
霊
応
を
め
ぐ
る
記
事
は
、
こ
と
を
記
し
た 
詔
勅
，
上
表
の
類
を
資
料
と
し' 
当
事
者
の
観
点
に
よ
る' 
な
ま 
の
言
説
に
近
い
も
の
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
こ
と
の
顚
末
を
通
覧 
す
る
筆
者
を
欠
く
が' 
に
も
か
か
わ
ら
ず' 
首
尾
が
整
っ
た
ひ
と 
つ
の
物
語
を
形
成
す
る
。
漢
の
時
代
、
「
郊
祀
歌
」
の
内
容
と
ひ 
と
び
と
の
観
念
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
考
察
す
る
材
料
を 
欠
い
た
が
、
唐
代
に
つ
い
て
は
、
玄
宗
と
臣
下
に
よ
る
言
説
が
世 
に
行
わ
れ
て
ゆ
く
さ
ま
と
、
そ
れ
に
関
連
し
て
制
作
が
展
開
さ
れ 
る
さ
ま
を
、
李
白
を
例
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
楽
府
に
お 
い
て
武
帝
の
故
事
を
掘
り
下
げ
、
歌
行
に
お
い
て
瀛
洲
神
仙
説
な 
ど
の
故
事
を
援
用
し
つ
つ
、
玄
宗
朝
の
こ
と
を
写
す
の
に
武
帝
の 
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
こ
に
方
士
の
説
の
影
響
は
顕
か
で
あ 
る
。
あ
る
い
は
武
帝
の
話
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
李 
白
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
、
と
言
っ
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
か
。
見 
え
な
い
も
の
の
具
現
化
と
い
う
テ
ー
マ
が
、
玄
宗
の
言
説
と
李
白
の
歌
行
に
お
い
て
、
あ
た
か
も
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
「
夢
」 
の
扱
い
に
よ
り
高
い
水
準
の
達
成
を
見
て
い
る
。
司
馬
遷
は
史
家
の
眼
で
荒
唐
無
稽
な
話
を
吟
味
整
理
す
る
一
方 
で
、
張
骞
の
も
た
ら
し
た
「
条
支
」
と
「
弱
水
・
西
王
母
」
の
よ 
う
な
伝
聞
を
も
排
除
す
る
こ
と
な
く
記
事
に
遺
し
た
。
李
陽
冰
に 
よ
る
「
条
支
」
と
「
神
龍
」
の
記
述
は
、
そ
の
未
開
拓
に
し
て
豊 
饒' 
か
つ
想
像
力
を
搔
き
立
て
る
部
分
を
突
い
た
も
の
で
は
な
い 
か
。
漢
代
、
書
物
に
記
さ
れ
た
世
界
が
張
驀
「
鑿
空
」
に
よ
り
拓 
か
れ
て
ゆ
く
際
、
現
実
と
非
現
実
の
裂
け
目
が
現
れ
た
、
そ
の
空 
隙
を
め
が
け
て
な
さ
れ
た
新
た
な
創
作
行
為
と
言
え
る
の
で
は
な 
い
か
。
(
本
学
教
授)
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